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はじめに ii
はじめに

概要 このマニュアルでは、 次の作業を行う際に必要な手順について説明します。

◗ アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ン用のコ ミ ュニケーシ ョ ンズ 
ゲート ウェイの構成

◗ ト レーディング パートナー用のアドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ
ン メールボッ クスの作成

本書の対象読者 このマニュアルは、 以下の読者を対象と しています。

◗ Gentran:Server システム管理者

◗ Gentran:Server for Windows の上級ユーザー

必要な知識 このソフト ウェアを使用する読者は、以下について習熟している必要があり ます。

◗ Microsoft® Windows
◗ Gentran:Server for Windows

◗ コ ミ ュニケーシ ョ ンズ プロ ト コル
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



本書の内容  iii
本書の内容 

はじめに このマニュアルでは、 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ン  コ ミ ュニ

ケーシ ョ ンズを構成するために必要な作業について説明します。

章の構成 このマニュアルの章構成は次のとおりです。 各章の概要を説明します。

◗ 「本書について」では、このマニュアルの内容および構成について説明します。

◗ 「アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンの概要」 では、 アドバンス ド  
データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンに関する概要を説明します。

◗ 「コ ミ ュニケーシ ョ ンズの構成」 では、 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ
ビューシ ョ ン コ ミ ュニケーシ ョ ンズを構成する手順について説明します。
また、 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ン  メールボッ クスを構成
する手順についても説明します。

◗ 「エラー メ ッセージ」 では、 ゲート ウェイのエラー メ ッセージとその処置に
ついて説明します。

◗ 「OFTP の操作」 では、 OFTP (Odette ファ イル転送プロ ト コル ) を使用する際
の注意点について説明します。

関連トピック 『ス ク リプ ト言語 リ ファレンス  ガイ ド』 では、 Gentran:Server for Windows コ ミ ュ

ニケーシ ョ ンズ サブシステム用に付属しているスク リプ ト言語について説明し

ます。

参照
詳細については、 『スク リプ ト言語 リ ファレンス  ガイ ド』 の 「スク リプ ト言語リ
ファレンス」 の章を参照して ください。
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オンライン ヘルプ iv
オンライン ヘルプ

はじめに このマニュアルの内容の大半がオンライン  ヘルプ システムにも記載されていま

す。 このマニュアルに記載されている全ダイアログ ボッ クス要素の定義、 処理

の詳細情報、 操作手順の説明は、 すべてオンライン ヘルプにも含まれています。

詳細説明 メールボッ クス  サーバー ゲート ウェイに関する詳細説明を表示するには、 詳細

説明が含まれているコンポーネン ト を画面に表示します。 F1 キーを押すと、 各

部と機能の一覧表が表示されます。
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サポート情報  v
サポート情報

はじめに スターリ ング コマース社では、 Gentran:Server ソフ ト ウェアに関する質問や問題

についてお答えするため、 熟練した製品サポート担当者によるサポート を提供
しています。

メモ
Gentran:Server のカスタマ サポートは、 スターリ ング コマース社以外の製品 
(SQL Server、 Oracle など ) のサポートは行っていません。 但し、 他社の製品を  
Gentran:Server と併用できるよ うに構成するサポートは提供しています。

電話番号 ご利用になるサポート電話番号は、 『インス トール準備 カード』 を参照して くだ

さい。

サポートに連絡する
前に

迅速なサポート をご提供するため、 以下の事項についてご協力をお願いします。

◗ まず、 発生した問題を再現してみて、 イベン トの正確な順序を記録して くだ
さい。

◗ 製品サポートへのお問い合わせの際には、 下記の情報をご用意ください。

情報 説明

ユーザー情報 会社名、 氏名、 電話番号および内線番号、 および
ケース番号 ( 以前に報告された問題を照会する場

合 )。

システム構成 Gentran:Server バージ ョ ン ( およびインス トールさ

れているサービス  パッ ク )、 プラ イマ リ  Gentran シ
ステム コン ト ローラおよび問題が発生しているす

べてのコンピュータの情報。 Windows オペレーティ

ング システムのバージ ョ ン、 搭載メモ リ、 有効

ディ スク容量、 データベース  バージ ョ ン、

Microsoft Data Access (MDAC) のバージ ョ ン、 およ

び Internet Explorer のバージ ョ ン。

ハード ウェア、 ソフ ト ウェア、 およびシステムの構
成に対して加えた最近の変更も記入して ください。

システム データ  ス ト ア どのコンピュータがシステム  データ  ス ト ア内に

フォルダを格納しているのか。

( 次のページへ続く )
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サポート情報 vi
スターリング 
コマース社 
Support Web Site 
( 英語 ) へのアクセス

スターリ ング コマース社 Customer Support Web Site は Gentran:Server for Windows 
のサポートに関する以下の重要な情報が記載されています。

◗ サポート  サービスの範囲

◗ カスタマ サポート  ポ リシー

◗ 優先コール

◗ カスタマ サポートの電話番号一覧

◗ Support on Demand ケースの作成方法

◗ Support on Demand ケースのステータスの確認方法

◗ Support on Demand ケースへの情報追加の方法

Customer Support Web Site は常にアップデート されており、 スターリ ング コマー

ス製品のユーザーの皆様にご利用いただけます。 この Web サイ トには、 最新の

製品アップデート情報が記載されています。 製品情報に関する重要な情報源と
してご活用ください。

参照
Customer Support World Wide Web Site へのアクセス方法に関する情報については、
『インス トール準備 カード』 を参照して ください。

マニュアル Customer Support Web Site にはドキュ メン ト  ライブラ リがあ り、 Gentran:Server 
for Windows マニュアル セッ トがすべて含まれています。 随時このライブラ リか

ら製品マニュアルを  PDF フォーマッ トでダウンロードできます。

エラー メ ッセージ 表示されたエラー メ ッセージの正確な語句表現と

ソフ ト ウェアでのエラーが発生した時点、 およびロ
グ ファ イルも記録して ください。

試みた解決策 問題の解決を試みた際の手順とその結果の記録、 推
定される問題の発生回数と問題を再生するこ とがで
きるかど うかを報告して ください。

情報 説明
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概要 アドバンスド  データ  ディス ト リビューシ ョ ンの概要1 - 2
概要

本章の内容 この章では、 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンを使用したコ ミ ュニ

ケーシ ョ ンズ ゲート ウェイの概要について説明します。

ゲートウェイとは ゲート ウェイは、 2 者間のメ ッセージの伝送を制御するソフ ト ウェア コンポーネ

ン トです。 ゲート ウェイは、 送信者と受信者の間のメ ッセージを、 適切なプロ
ト コルを使って転送する役割を果たします。

メ ッセージの転送に使用されるゲート ウェイのプロパティは、 ユーザーによっ
て定義される必要があ り ます。

メールボックスとは メールボッ クスには、 メール受信者間で転送される メ ッセージが格納されます。
手紙を入れる郵便ポス トのよ うに、 メ ッセージは宛先のアドレスへ転送される
までメールボッ クスの中に保管されます。

Gentran:Server メールボッ クスには、 次の 2 種類があ り ます。

◗ 非ゲート ウェイ  メールボッ クス

◗ ゲート ウェイ  メールボッ クス

非ゲート ウェ イ  メールボッ クス
Gentran:Serverr をインス トールする と、 既定では、 Gentran Application メール
ボッ クス とい う非ゲート ウェイ  メールボッ クスが作成されます。 このメール
ボッ クスは、 Gentran:Server for Windows と ト レーディング パートナーとの間で転
送される メ ッセージを、 メールボッ クス  サーバーに保管しておくために使用し
ます。

ゲートウェ イ  メールボッ クス
ゲート ウェイ  メールボッ クスは、 ユーザーが作成します。 作成されたゲート
ウェイ  メールボッ クスは、 ゲート ウェイ と関連付けられます。 各ゲート ウェイ  
メールボッ クスに定義するプロパティによって、 ト レーディング パートナーへ
のメ ッセージの転送方法が決定されます。

関連トピック メールボッ クス  サーバー システムについての詳細は、 『Gentran:Server® for 
Windows® コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ ド』 の 「コ ミ ュニケーシ ョ ンズ

の概要」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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関連トピック 『ス ク リプ ト言語 リ ファレンス  ガイ ド』 では、 Gentran:Server for Windows コ ミ ュ

ニケーシ ョ ンズ サブシステム用に付属しているスク リプ ト言語について説明し

ます。

参照
詳細については、 『スク リプ ト言語 リ ファレンス  ガイ ド』 の 「スク リプ ト言語リ
ファレンス」 の章を参照して ください。
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アドバンスド  データ  ディスト リビューシ ョ ン

はじめに メールボッ クス  サーバーのアドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンでは、

ト レーディング パートナーがコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンを開始するこ とが

できます。 標準的なコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンでは、 Gentran:Server から  
VAN やト レーディング パートナーに交信します。 これに対し、 アドバンス ド  
データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンは受動的で、 ト レーディング パートナーからの

交信を待ちます。

目的 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンの目的は、 ト レーディング パート

ナーが Gentran:Server システムを呼び出し、 データの出し入れを行えるよ うにす

るこ とにあ り ます。

コ ミ ュニケーシ ョ ン
ズ スクリプ ト

コ ミ ュニケーシ ョ ンズ プロセスは、 メールボッ クス  サーバーと、 スターリ ング 
コマース社が提供するコ ミ ュニケーシ ョ ンズ スク リプ ト  スイートによって制御

されます。 Gentran:Server for Windows の一部と して配布される基本メールボッ ク

ス  サーバーには、 ト レーディング パートナーとの通信を行う機能が用意されて

います。

コンテンツ タイプ

とサブタイプ

コンテンツ  タイプとサブタイプの値は、 伝送する情報のインターネッ ト  メディ

ア タイプを示すために使用します。 コンテンツ  タイプによ り、 データの表示に

使用する機構が決ま り ます。

[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クスの [ メールボッ クス ] タブで値を選択する

こ とによ り、 実行するアクシ ョ ンをデータの種類ごとに変えるこ とができます。

例
Application/EDI は、 タイプがアプリ ケーシ ョ ン  プログラムで、 サブタイプが 
EDI ( 電子データ交換データ ) であるこ とを示します。 Gentran:Server では、 コン
テンツ  タイプおよびサブタイプが Application/EDI である メ ッセージを受信する
と、 そのメ ッセージに対して GDW_Process_MBFile コマンドが実行されます。

メモ
未定義のコンテンツ  タイプが含まれる メ ッセージは、 そのコンテンツ  タイプが
定義されるまで Gentran Application メールボッ クスに保管されます。

参照
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クスの [ メールボッ クス ] タブについては、
『Gentran:Server 管理 ガイ ド』 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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指定可能な
コンテンツ タイプ

Gentran:Server では、 次のコンテンツ  タイプとサブタイプの組み合わせを指定で
きるよ うに既定されています。

◗ Application/EDI
◗ Application/Import
◗ Application/Document-EDI

ゲートウェイの構成 メ ッセージの転送を開始するには、 まず Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ 
ゲート ウェイのアドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ン  プロパティを構成

する必要があ り ます。 ゲート ウェイの構成では、 以下を定義します。

◗ ト レーディング パートナーとの通信に使用しているモデムまたはネッ ト
ワークカードを制御するコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラ

◗ このゲート ウェイで使用するモデムまたはネッ ト ワーク  カードを含む共有
デバイス

◗ このゲート ウェイ経由で転送される メ ッセージに割り当てる添付コンテンツ  
タイプの既定値

◗ ゲート ウェイで使用するアドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ン  スク
リプ ト

◗ ゲート ウェイを使用する ト レーディング パートナーのメールボッ クス名お
よびパスワード

参照
アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ン  プロパティの構成については、 こ
のマニュアルの 「コ ミ ュニケーシ ョ ンズの構成」 の章にある 「コ ミ ュニケー
シ ョ ンズ ゲート ウェイの構成方法」 を参照して ください。

メ ッセージの流れを
示す図

次の図は、 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンを使用した場合のメ ッ

セージの流れを示します。 図中の番号は、 この項のメ ッセージの流れの説明表
の各段階と対応しています。

( 次のページへ続く )
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メ ッセージの流れの
説明

次の表は、 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンを使用した場合のメ ッ

セージの流れの説明です。

段階 説明

1 ト レーディング パートナーがコ ミ ュニケーシ ョ ンズ セッシ ョ ンを

開始します。 ト レーディング パートナーは、 セッシ ョ ンの間に

メ ッセージを送信、 受信、 または送受信するこ とができます。

2 Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ゲート ウェイによってアドバ

ンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンが開始され、 このゲート

ウェイ と関連付けられているアドバンス ド  データ  ディ ス ト リ

ビューシ ョ ン スク リプ トが実行されます。

3 メールボッ クス  サーバーに送信されたメ ッセージは、

Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ゲート ウェイによって取り出

され、 ト レーディング パートナーの [ アウ ト  ボッ クス ] にルー

ティングされます。

4 メールボッ クス  サーバーによって、 メ ッセージが ト レーディング 
パートナーの [ アウ ト  ボッ クス ] から  Gentran Application メール

ボッ クスの [ イン ボッ クス ] に転送されます。

5 この ト レーディング パートナーに送信されたメ ッセージは、 すべ

て Gentran Application の [ アウ ト  ボッ クス ] から ト レーディング 
パートナーの [ イン ボッ クス ] に移されます。

6 Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ゲート ウェイによって、 ト

レーディング パートナーの [ イン ボッ クス ] に格納されている

メ ッセージが取り出され、 ト レーディング パートナーのコン

ピュータに転送されます。
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概要 0

はじめに

本章の内容 この章では、 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンを構成するために必

要な作業について説明します。

主な用語 次の表は、 本章で使用される主な用語の説明です。

用語 説明

共有 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ デバイスの集ま り。

コ ミ ュニケーシ ョ ンズ 
コン ト ローラ

コ ミ ュニケーシ ョ ンズ セッシ ョ ンを制御するコン

ピュータ。

コ ミ ュニケーシ ョ ンズ 
ゲート ウェイ

2 台のコンピュータ間のコ ミ ュニケーシ ョ ンを可

能にするソフ ト ウェア、 またはそのよ うなソフ ト
ウェアが動作しているコンピュータ。

アドバンス ド  データ  
ディ ス ト リ ビューシ ョ ン

ト レーディング パートナーによるコ ミ ュニケー

シ ョ ンズ セッシ ョ ンの開始を可能にします。 標準

的なコ ミ ュニケーシ ョ ンズ セッシ ョ ンでは、

Gentran:Server から  VAN やト レーディング パート

ナーに交信します。 これに対し、 アドバンス ド  
データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンは受動的で、 ト

レーディング パートナーからの交信を待ちます。

メールボッ クス メ ッセージを格納するための、 1 つまたは複数の

フォルダ。
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コ ミ ュニケーシ ョ ンズの構成 Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ のプロパティ 2 - 3
Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ のプロパティ

はじめに [Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ] ダイアログ ボッ クスは、 ト レーディング 
パートナーとのコ ミ ュニケーシ ョ ンを構成するために使用します。

[ サーバー ] タブ 次の図に、 [Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ] ダイアログ ボッ クスの [ サー

バー ] タブの例を示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ] ダイアログ ボッ クスの [ サー

バー ] タブの各部分とその機能をまとめます。

各部 機能

サーバー メールボッ クス  サーバーで利用可能なコ ミ ュニケーシ ョ

ンズ コン ト ローラの一覧を表示します。 メールボッ クス  
サーバー システムに、 複数のコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン

ト ローラが用意されている場合もあ り ます。

デバイス  メールボッ クス  サーバーで使用可能なデバイスの一覧が

表示されます。 この リ ス トに表示されているデバイスは、
それぞれのコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラ用のデバ

イスです。

システム ログ 特定のコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラのログ情報を

表示します。

削除 選択したコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラを リ ス トか

ら削除します。

開始 選択したコン ト ローラ上のコ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービ

スを開始します。

停止 選択したコン ト ローラ上のコ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービ

スを停止します。

すべて選択 する 選択したコン ト ローラについて、 すべてのデバイスを選択
します。

すべて選択しない 選択したコン ト ローラについて、 すべてのデバイスを選択
解除します。

OK 変更を保存して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 変更を取り消して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

適用 変更が適用されます。

ヘルプ オンライン ヘルプを表示します。
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[ 共有 ] タブ 次の図に、 [Gentran:Server コミ ュニケーショ ンズ ] ダイアログ  ボッ ク スの [ 共有 ] 
タブの例を示します。

各部と機能 次の表に、 [Gentran:Server コミ ュニケーショ ンズ ] ダイアログ  ボッ ク スの [ 共有 ] 
タブの各部分とその機能をま とめます。

各部 機能

共有 ユーザー定義の共有デバイスのリ ス ト を表示します。

デバイス 特定の共有に割り当てられているデバイスのリ ス ト を表示
します。

新規作成 新しい共有デバイスを追加します。

削除 共有デバイスを削除します。

スク リプ ト  コ ミ ュニケーシ ョ ンズ スク リプ ト を選択して編集する場

合に使用します。 このボタンは、 ホス トのみまたはホス ト
と リモートの共有に使用できます。

追加 まだ別の共有の一部になっていないデバイスを追加し
ます。

( 次のページへ続く )
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新しい共有 次の図に、 [ 新しい共有 ] ダイアログ ボッ クスの例を示します。

各部と機能 次の表に、 [ 新しい共有 ] ダイアログ ボッ クスの各部分とその機能をまとめます。

削除 共有からデバイスを削除します。

上へ移動 [ デバイス ] リ ス ト内で、 デバイスを上に移動します。

下へ移動 [ デバイス ] リ ス ト内で、 デバイスを下に移動します。

OK 変更を保存して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 変更を取り消して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

適用 変更が適用されます。

ヘルプ オンライン ヘルプを表示します。

 ( 続き )
各部 機能

各部 機能

共有デバイス リ ス トから共有デバイスを選択します。 この リ ス トによっ
て、 使用するコ ミ ュニケーシ ョ ンズ デバイスの種類が決

ま り ます。

共有の種類 リ スト から共有の種類を選択します。 この種類によって、
コミ ュニケーショ ン  セッ ショ ンを開始するのか、 受信する

のか、 あるいは開始して受信するのかが決まり ます。

共有の名前 このフィ ールド のこの共有の一意の識別子を入力します。

( 次のページへ続く )
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メモ
[ 共有デバイス ] と して [CAPI]、 [ 共有の種類 ] と して [ ホス トのみ ] または [ ホ
ス ト と リモート ] を選択した場合は、 ISDN ( 統合デジタル通信網 ) チャネルの 
2 つのオプシ ョ ンが表示されます。

◗ [B - チャネル ] — ( ベアラ  チャネル )
◗ [D - チャネル ] — ( デルタ  チャネル )

参照
[B - チャネル ] および [D - チャネル ] の詳細については、 CAPI または ISDN の資
料を参照して ください。

メモ
[ 共有デバイス ] と して [ ソケッ ト ]、 [ 共有の種類 ] と して [ ホス ト と リモート ] 
を選択した場合は、 [ 新しい共有 ] ダイアログ ボッ クスに [ 受信ポート ] ボッ ク
スが表示されます。

OK このダイアログ ボッ クスを閉じて、 変更があればそれを

保存します。

キャンセル 変更があっても、 それを保存せずにダイアログ ボッ クス

を閉じます。

ヘルプ このボタンをク リ ッ クする と、 オンライン  ヘルプが表示

されます。

各部 機能
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[ ホスト ] タブ 次の図に、 [Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ] ダイアログ ボッ クスの [ ホス

ト ] タブの例を示します。

各部と機能 次の表に、 [Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ] ダイアログ ボッ クスの [ ホス

ト ] タブの各部分とその機能をま とめます。

各部 機能

メールボッ クス メールボッ クスの リ ス ト を表示します。 メールボッ クスの
横のチェッ ク  マークは、 ホス ト  メールボッ クス と して設

定されているかど うかを示します。

ホスト  パスワード ト レーディング パートナーが、 選択したメールボッ クス

にアクセスする場合に使用する必要のあるパスワードを定
義します。

すべて選択する  すべてのメールボッ クスを選択します。

すべて選択しない すべてのチェッ クボッ クスをオフにします。

( 次のページへ続く )
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[ セッシ ョ ン ] タブ 次の図に、 [Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ] ダイアログ ボッ クスの [ セッ

シ ョ ン ] タブの例を示します。

( 次のページへ続く )

スク リプ ト  選択したホス ト  メールボッ クスで使用するアドバンス ド  
データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンのコ ミ ュニケーシ ョ ンズ 
スク リプ ト を定義します。

既定値 選択したメールボッ クスの既定のメ ッセージ コンテンツ  
タイプとサブタイプ、 および既定のメ ッセージ受信者を定
義します。

OK 変更を保存して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 変更を取り消して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

適用 変更が適用されます。

ヘルプ オンライン ヘルプを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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各部と機能 次の表に、 [Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ] ダイアログ ボッ クスの [ セッ

シ ョ ン ] タブの各部分とその機能をま とめます。

各部 機能

順番待ち すべてのコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラについて、

状態が順番待ちまたは実行中のコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッ

シ ョ ンをすべて表示します。

完了 すべてのコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラについて、

状態が成功または失敗のコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ン

をすべて表示します。

ログ 完了したすべてのセッシ ョ ンのログを表示します。

リ フレッシュ  画面を再描画して、 表示を新しい情報で更新します。

削除 選択した完了セッシ ョ ンをログから削除します。

OK 変更を保存して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 変更を取り消して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

適用 変更が適用されます。

ヘルプ オンライン ヘルプを表示します。
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[ 各種設定 ] タブ 次の図に、 [Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ] ダイアログ ボッ クスの [ 各種

設定 ] タブの例を示します。

各部と機能 次の表に、 [Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ] ダイアログ ボッ クスの [ 各種

設定 ] タブの各部分とその機能をまとめます。

各部 機能

既定のコンテンツ  
タイプ

このゲート ウェイを使用する メールボッ クスについて、 既
定の MIME コンテンツ  タイプおよびサブタイプを定義し

ます。

通信ログを自動的
に取り除く

コ ミ ュニケーシ ョ ン ログを削除するかど うかを定義しま

す。 このオプシ ョ ンは、 既定値では無効になっています。

これよ り古いログ
を除去 __ 日

メールボッ クス  サーバーからパージするまでのコ ミ ュニ

ケーシ ョ ン  ログを残しておく日数を定義します。

次の時間に
毎日取り除く

コ ミ ュニケーシ ョ ン ログをパージする時間を設定します。

OK 変更を保存して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

( 次のページへ続く )
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キャンセル 変更を取り消して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

適用 変更が適用されます。

ヘルプ オンライン ヘルプを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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メールボックス ゲートウェイのプロパティ

はじめに [ ゲート ウェイ  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスでは、 作成したメールボッ クス

のプロパティを定義します。

ゲートウェイ  
プロパティ

次の図に、 [GENTRAN Tutorial のゲート ウェイ  プロパティ ] ダイアログ ボッ ク

スの例を示します。

各部と機能 次の表に、 [GENTRAN Tutorial のゲート ウェイ  プロパティ ] ダイアログ ボッ ク

スの各部分とその機能をま とめます。

各部 機能

ト ランスポート ト ランスポートの種類を選択できます。

プロパティ 選択した ト ランスポートの種類のプロパティを定義でき
ます。

スク リプ ト Script Editor を起動します。

( 次のページへ続く )
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TAPI プロパテ ィ 次の図に、 [TAPI プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの例を示します。

( 次のページへ続く )

既定値 [ メ ッセージの既定値 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、

メ ッセージおよび添付の既定のコンテンツ  タイプを設定

できます。

自動送信 [ 自動送信 ] プロパティを定義できます。

TRADANET [TRADANET] プロパティを定義できます。

OK 変更を保存および適用して、 ダイアログ ボッ クスを閉じ

ます。

キャンセル 変更を取り消して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

適用 変更が適用されます。

ヘルプ オンライン ヘルプ システムが表示されます。

 ( 続き )
各部 機能
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TAPI プロパテ ィ 次の表に、 [TAPI プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの各部分とその機能をま とめ

ます。

バイナリ同期
プロパティ

次の図に、 [ バイナリ同期プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの例を示します。

( 次のページへ続く )

各部 機能

共有デバイス リ ス トから共有コ ミ ュニケーシ ョ ンズ デバイスを選択し

ます。

電話番号 このフ ィールドに、 接続先のコンピュータの電話番号を入
力します。

ダイヤル再試行 メールボッ クス  サーバーによって再ダイヤルされる回数

を選択します。

セッシ ョ ン再試行 メールボッ クス  サーバーによってセッシ ョ ンが再開され

る回数を選択します。

OK このダイアログ ボッ クスを閉じて、 変更があればそれを

保存します。

キャンセル 変更があっても、 それを保存せずにダイアログ ボッ クス

を閉じます。

ヘルプ このボタンをク リ ッ クする と、 オンライン  ヘルプが表示

されます。
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バイナリ同期
プロパティ

次の表に、 [ バイナリ同期プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの各部分とその機能

をま とめます。

[CAPI プロパティ ] 
で [B - チャネル ] 
オプシ ョ ンを
選択した場合

次の図に、 [B - チャネル ] オプシ ョ ンを選択した場合の [CAPI プロパティ ] ダイ

アログ ボッ クスの例を示します。

( 次のページへ続く )

各部 機能

共有デバイス 共有コ ミ ュニケーシ ョ ンズ デバイスを入力するか、 リ ス

トからアイテムを選択します。

電話番号 VAN またはト レーディング パートナーの電話番号を入力

します。

OK このダイアログ ボッ クスを閉じて、 変更があればそれを

保存します。

キャンセル 変更があっても、 それを保存せずにダイアログ ボッ クス

を閉じます。

ヘルプ このボタンをク リ ッ クする と、 オンライン  ヘルプが表示

されます。
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各部と機能 次の表に、 [B - チャネル ] オプシ ョ ンを選択した場合の [CAPI プロパティ ] ダイ

アログ ボッ クスの各部分とその機能をま とめます。

各部 機能

共有デバイス 共有コ ミ ュニケーシ ョ ンズ デバイスを入力するか、 リ ス

トからアイテムを選択します。

呼び出す
パーティ番号

VAN またはト レーディング パートナーの ISDN 電話番号

を入力します。

( オプシ ョ ン ) 
呼び出すパーティ  
サブアドレス

ISDN マルチポイン ト接続に使用するオプシ ョ ンのエン ト

リ を指定します。

オプシ ョ ン機能 使用できません。 B - チャネルには適用しないでください。

ユーザー データ

呼び出し

使用できません。 B - チャネルには適用しないでください。

ISDN チャネルの

使用

コ ミ ュニケーシ ョ ンズに使用するチャネルを指定します。

参照
このダイアログ  ボッ クスについては、 「[CAPI プロパティ ] 
で [D - チャネル ] オプシ ョ ンを 選択した場合」 を参照し
て ください。

OK このダイアログ ボッ クスを閉じて、 変更があればそれを

保存します。

キャンセル 変更があっても、 それを保存せずにダイアログ ボッ クス

を閉じます。

ヘルプ このボタンをク リ ッ クする と、 オンライン  ヘルプが表示

されます。
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[CAPI プロパティ ] 
で [D - チャネル ] 
オプシ ョ ンを
選択した場合

次の図に、 [D - チャネル ] オプシ ョ ンを選択した場合の [CAPI プロパティ ] ダイ

アログ ボッ クスの例を示します。

各部と機能 次の表に、 [D - チャネル ] オプシ ョ ンを選択した場合の [CAPI プロパティ ] ダイ

アログ ボッ クスの各部分とその機能をま とめます。

各部 機能

共有デバイス 共有コ ミ ュニケーシ ョ ンズ デバイスを入力するか、 リ ス

トからアイテムを選択します。

呼び出す DTE 
アドレス  NUA

VAN またはト レーディング パートナーのネッ ト ワーク  
ユーザー アドレスを指定します。

( オプシ ョ ン ) 
呼び出す DTE 
アドレス  NUA 

自社のネッ ト ワーク  ユーザー アドレスを指定します。

オプシ ョ ン機能 X.25 パケッ ト交換データ  ネッ ト ワークにおいて、 データ  
ターミナル装置 (DTE) で呼び出し情報をネッ ト ワークに

伝達するために使用するオプシ ョ ン  フ ィールドです。

ユーザー データ

呼び出し

X.25 コ ミ ュニケーシ ョ ンズにおいて、 ユーザー アプリ

ケーシ ョ ンによって呼び出し要求パケッ トに含まれるオプ
シ ョ ン データです。

( 次のページへ続く )
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FTP プロパティ 次の図に、 [FTP プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの例を示します。

ISDN チャネルの

使用

コ ミ ュニケーシ ョ ンズに使用するチャネルを指定します。

参照
このダイアログ  ボッ ク スについては、「[CAPI プロパティ ] 
で [B - チャネル ] オプシ ョ ンを  選択した場合」 を参照し
て ください。

OK このダイアログ ボッ クスを閉じて、 変更があればそれを

保存します。

キャンセル 変更があっても、 それを保存せずにダイアログ ボッ クス

を閉じます。

ヘルプ このボタンをク リ ッ クする と、 オンライン  ヘルプが表示

されます。

各部 機能
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ソケッ ト  プロパティ 次の図に、 [ ソケッ ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの例を示します。

各部と機能 次の表に、 [ ソケッ ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの各部分とその機能をま

とめます。

各部 機能

共有デバイス リ ス トから共有デバイスを選択します。

ダイヤルアップ 
ネッ ト ワークの
電話帳登録

ダイヤルアップ ネッ ト ワークに使用する電話帳登録を選

択します。

サーバー リ ス トからコ ミ ュニケーシ ョ ンズ サーバーを選択します。

ソケッ ト  アド レス 接続先のコンピュータの IP ( インターネッ ト  プロ ト コル ) 
アドレスを入力します。

ソケッ ト このフ ィールドに IP ソケッ ト  (ポート ) 番号を入力します。

OK このダイアログ ボッ クスを閉じて、 変更があればそれを

保存します。

キャンセル 変更があっても、 それを保存せずにダイアログ ボッ クス

を閉じます。

ヘルプ このボタンをク リ ッ クする と、 オンライン  ヘルプが表示

されます。
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ゲートウェイの 
E メール アドレス

次の図に、 [ ゲート ウェイの E メール アドレス ] ダイアログ ボッ クスの例を示し

ます。

各部と機能 次の表に、 [ ゲート ウェイの E メール アドレス ] ダイアログ ボッ クスの各部分と

その機能をまとめます。

各部 機能

E メ ール アド レス VAN またはト レーディング パートナーのコンピュータの 
E メール アドレスを入力します。

E メ ール アド レス この リ ス トには、 メ ッセージを受信する  VAN または ト

レーディング パートナーのコンピュータのすべてのメー

ル アドレスが含まれています。

OK このダイアログ ボッ クスを閉じて、 変更があればそれを

保存します。

キャンセル 変更があっても、 それを保存せずにダイアログ ボッ クス

を閉じます。

追加 このボタンをク リ ッ クする と、 E メール アドレスを追加

できます。

削除 このボタンをク リ ッ クする と、 選択した E メール アドレ

スを削除できます。

ヘルプ このボタンをク リ ッ クする と、 オンライン  ヘルプが表示

されます。
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[ スクリプ ト ] 
ダイアログ ボックス

次の図に、 [ スク リプ ト ] ダイアログ ボッ クスの例を示します。

各部と機能 次の表に、 [ スク リプ ト ] ダイアログ ボッ クスの各部分とその機能をまとめます。

各部 機能

スク リプ ト名 リ ス トからコ ミ ュニケーシ ョ ンズ スク リプ ト を選択し

ます。

スク リプ ト変数 選択したスク リプ トの値を定義します。

OK このダイアログ ボッ クスを閉じて、 変更があればそれを

保存します。

キャンセル 変更があっても、 それを保存せずにダイアログ ボッ クス

を閉じます。

ヘルプ このボタンをク リ ッ クする と、 オンライン  ヘルプが表示

されます。

編集 このボタンをク リ ッ ク して、 スク リプ ト を編集します。

新規作成 このボタンをク リ ッ ク して、新規スク リプ ト を作成します。

ト レース このオプシ ョ ンを選択する と、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ 
セッシ ョ ンの ト レースデータが保存されます。
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[新しいスクリプト ] 
ダイアログ ボックス

次の図に、 [ 新しいスク リプ ト ] ダイアログ ボッ クスの例を示します。

各部と機能 次の表に、 [ 新しいスク リプ ト ] ダイアログ ボッ クスの各部分とその機能をま と

めます。

コンパイル結果 次の図に、 [ コンパイル結果 ] ダイアログ ボッ クスの例を示します。

( 次のページへ続く )

各部 機能

スク リプ ト名 使用するコ ミ ュニケーシ ョ ンズ スク リプ トの名前を入力

します。

OK このダイアログ ボッ クスを閉じて、 変更があればそれを

保存します。

キャンセル 変更があっても、 それを保存せずにダイアログ ボッ クス

を閉じます。

ヘルプ このボタンをク リ ッ クする と、 オンライン  ヘルプが表示

されます。
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各部と機能 次の表に、 [ コンパイル結果 ] ダイアログ ボッ クスの各部分とその機能をま とめ

ます。

メ ッセージの既定値 次の図に、 [ メ ッセージの既定値 ] ダイアログ ボッ クスの例を示します。

メ ッセージの既定値 次の表に、 [ メ ッセージの既定値 ] ダイアログ ボッ クスの各部分とその機能をま

とめます。

各部 機能

コンパイル結果 コンパイラからの出力を表示します。

ヘルプ このボタンをク リ ッ クする と、 オンライン  ヘルプが表示

されます。

閉じる このボタンをク リ ッ クする と、 このダイアログ ボッ クス

が閉じます。

各部 機能

MIME コンテンツ  
タイプを各添付に
使う

このオプシ ョ ンを選択する と、 各添付のコンテンツ  タイ

プと して MIME (Multipurpose Internet Mail Extension) を使

用します。

このコンテンツ  
タイプをすべての
添付に使う

すべての添付に使用するコンテンツ  タイプとサブタイプ

を入力します。

例
Application/EDI

( 次のページへ続く )
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受信者の編集 次の図に、 [ 受信者の編集 ] ダイアログ ボッ クスの例を示します。

( 次のページへ続く )

最初の添付のコン
テンツ  タイプを

各添付に使う

このオプシ ョ ンを選択する と、 メ ッセージ内の最初の添付
のコンテンツ  タイプが、 メ ッセージ全体のコンテンツ  タ
イプと して使用されます。

このコンテンツ  
タイプをすべての
メ ッセージに使う

すべてのメ ッセージに使用するコンテンツ  タイプとサブ

タイプを入力します。

例
Application/EDI

受信者の編集 メ ッセージを送信する受信者を選択するには、 このボタン
をク リ ッ ク します。

OK このダイアログ ボッ クスを閉じて、 変更があればそれを

保存します。

キャンセル 変更があっても、 それを保存せずにダイアログ ボッ クス

を閉じます。

ヘルプ このボタンをク リ ッ クする と、 オンライン  ヘルプが表示

されます。

 ( 続き )
各部 機能
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各部と機能 次の表に、 [ 受信者の編集 ] ダイアログ ボッ クスの各部分とその機能をま とめ

ます。

各部 機能

名前を入力する
か、 リ ス トから
選んでください

メール アドレスを入力するか、 リ ス トからアイテムを選

択します。

受信者 E メール アドレスの リ ス トが表示されます。

To このボタンをク リ ッ クする と、 このメール アドレスが 
1 次受信者とな り ます。

CC このボタンをク リ ッ クする と、 このメール アドレスが 
2 次受信者とな り ます。

BCC このボタンをク リ ッ クする と、 このメール アドレスが 
2 次受信者とな り ます。 このメール アドレスは、 メ ッセー

ジと一緒に送信される メール受信者のリ ス トには表示され
ません。

OK このダイアログ ボッ クスを閉じて、 変更があればそれを

保存します。

キャンセル 変更があっても、 それを保存せずにダイアログ ボッ クス

を閉じます。

ヘルプ このボタンをク リ ッ クする と、 オンライン  ヘルプが表示

されます。
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TRADANET TSP の 
[ ユーザー ] タブ

次の図に、 TRADANET TSP の [ ユーザー ] タブの例を示します。

各部と機能 次の表に、 TRADANET TSP の [ ユーザー ] タブの各部分とその機能をまとめ

ます。

各部 機能

TSP 構文 このゲート ウェイ  メールボッ クスで使用する標準データ

構文を定義します。 有効な値は次のとおりです。

◗ [ANA]
◗ [ANAA]
◗ [DSHB]

送信者 ID TRADANET ネッ ト ワーク上で定義した EDI 番号または 
OFTP ID を使用して送信者を識別します。

パスワード TRADANET ネッ ト ワーク上での送信者のパスワードを定

義します。

新しいパスワード ユーザーの新しいパスワードを定義します。 指定した場合
は、 NEWP コマンドが送信されます。

( 次のページへ続く )
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LISTM ユーザーの TRADANET ネッ ト ワーク  メールボッ クスの

受信メ ッセージを一覧表示します。 有効な値は次のとおり
です。

◗ [Never] — このコマンドは送信されません。

◗ [Always] — このコマンドが常に送信されます。

◗ [Once] — このコマンドが 1 回のみ送信されます。

LISTP ユーザーの TRADANET ネッ ト ワーク  ポス トボッ クスの

送信メ ッセージを一覧表示します。 有効な値は次のとおり
です。

◗ [Never] — このコマンドは送信されません。

◗ [Always] — このコマンドが常に送信されます。

◗ [Once] — このコマンドが 1 回のみ送信されます。

LISTR ユーザーが定義した TRADANET ネッ ト ワーク関係を一覧

表示します。 有効な値は次のとおりです。

◗ [Never] — このコマンドは送信されません。

◗ [Always] — このコマンドが常に送信されます。

◗ [Once] — このコマンドが 1 回のみ送信されます。

OK 変更を保存および適用して、 ダイアログ ボッ クスを閉じ

ます。

キャンセル 変更を取り消して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ オンライン ヘルプ システムが表示されます。

 ( 続き )
各部 機能
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TRADANET TSP の 
[DELF] タブ

次の図に、 TRADANET TSP の [DELF] タブの例を示します。 DELF はファイルの

削除に使用します。

各部と機能 次の表に、 TRADANET TSP の [DELF] タブの各部分とその機能をま とめます。

各部 機能

DELF コマンドの

送信 
DELF コマンドを送信するタイ ミ ングを定義します。 有効

な値は次のとおりです。

◗ [Never] — このコマンドは送信されません。

◗ [Always] — このコマンドが常に送信されます。

◗ [Once] — このコマンドが 1 回のみ送信されます。

*ALL 以前に抽出したすべてのファイルを削除します。

TYPE 以前に抽出したファイルで、 指定したデータの種類 
(APRF) のものをすべて削除します。

追加 関連付けられた リ ス トにエン ト リ を追加します。

削除 関連付けられた リ ス トからエン ト リ を削除します。

*BEFORE 以前に抽出したファイルで、 指定した日数よ り も古いもの
をすべて削除します。

( 次のページへ続く )
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TRADANET TSP の 
[GO/NG] タブ

次の図に、 TRADANET TSP の [GO/NG] タブの例を示します。

( 次のページへ続く )

*FILES 以前に抽出したファイルで、 指定したもののみを削除し
ます。

追加 関連付けられた リ ス トにエン ト リ を追加します。

削除 関連付けられた リ ス トからエン ト リ を削除します。

*UNWANTED 抽出されていないファイルで、 指定したもののみを削除し
ます。

追加 関連付けられた リ ス トにエン ト リ を追加します。

削除 関連付けられた リ ス トからエン ト リ を削除します。

OK 変更を保存して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 変更を取り消して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ オンライン ヘルプ システムを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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各部と機能 次の表に、 TRADANET TSP の [GO/NG] タブの各部分とその機能をま とめます。

各部 機能

GO/NG コマンド

の送信

GO/NG コマンドを送信するタイ ミ ングを定義します。 有

効な値は次のとおりです。

◗ [Never] — このコマンドは送信されません。

◗ [Always] — このコマンドが常に送信されます。

◗ [Once] — このコマンドが 1 回のみ送信されます。

使用法 ファ イルの受信に、 GO コマンドまたは NG コマンドのど

ちらを使用するかを選択します。

*All 抽出されていないすべてのファ イルが受信されるよ うに指
定します。

TYPE 抽出されていないファイルで、 指定したデータの種類 
(APRF) のものをすべて受信します。

追加 関連付けられた リ ス トにエン ト リ を追加します。

削除 関連付けられた リ ス トからエン ト リ を削除します。

USER 抽出されていないすべてのファ イルを、 指定したユーザー
から受信します。 このコマンドが選択された場合、 SELF 
( ファ イル選択 ) コマンドが使用できないために、 ほかの

すべてのオプシ ョ ンが無効になり ます。

*FILES 抽出されていないファイルで、 指定したもののみを受信し
ます。

追加 関連付けられた リ ス トにエン ト リ を追加します。

削除 関連付けられた リ ス トからエン ト リ を削除します。

*AGAIN 以前に抽出したファイルで、 指定したもののみを受信し
ます。

追加 関連付けられた リ ス トにエン ト リ を追加します。

削除 関連付けられた リ ス トからエン ト リ を削除します。

OK 変更を保存して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 変更を取り消して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ オンライン ヘルプ システムを表示します。
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TRADANET TSP の 
[NEWREL] タブの

各部と機能

次の表に、TRADANET TSP の [NEWREL] タブの各部分とその機能をまとめます。

各部 機能

NEWREL 
コマンドの送信

NEWREL コマンドを送信するタイ ミ ングを定義します。

有効なオプシ ョ ンは次のとおりです。

◗ [Never] — このコマンドは送信されません。

◗ [Once] — このコマンドが 1 回のみ送信されます。

方向 ファ イルが関係と と もに伝送される方向を定義します。 有
効な値は [ 送信 ] と  [ 受信 ] です。

動作 関係に対しての動作を定義します。 有効な値は [ 確立 ] と  
[ キャンセル ] です。

データの種類 ト レーディング パートナーに伝送されるデータの種類を

定義します。 有効な値は [ いずれか ] またはユーザーが定

義した値です。

パートナー 新しい ト レーディング パートナーの名前を定義します。

有効な値は [ 全員 ] またはユーザーが定義した値です。

追加 リ ス トに関係を追加します。

変更 リ ス ト内の関係の変更を可能にします。

削除 リ ス トから関係を削除します。

OK 変更を保存して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 変更を取り消して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ オンライン ヘルプ システムが表示されます。
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TRADANET TIP の 
[ ユーザー ] タブ

次の図に、 TRADANET TIP の [ ユーザー ] タブの例を示します。

各部と機能 次の表に、TRADANET TIP の [ ユーザー] タブの各部分とその機能をまとめます。

各部 機能

送信者 ID TRADANET ネッ ト ワーク上で定義した EDI 番号または 
OFTP ID を使用して送信者を識別します。

パスワード TRADANET ネッ ト ワーク上での送信者のパスワードを定

義します。

新しいパスワード ユーザーの新しいパスワードを定義します。 指定した場合
は、 NEWP コマンドが送信されます。

LISTM ユーザーの TRADANET ネッ ト ワーク  メールボッ クスの

受信メ ッセージを一覧表示します。 有効な値は次のとおり
です。

◗ [Never] — このコマンドは送信されません。

◗ [Always] — このコマンドが常に送信されます。

◗ [Once] — このコマンドが 1 回のみ送信されます。

( 次のページへ続く )
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メールボックス ゲートウェイのプロパティ コ ミ ュニケーシ ョ ンズの構成2 - 34
TRADANET TIP の 
[DELF] タブ

次の図に、 TRADANET TIP の [DELF] タブの例を示します。

( 次のページへ続く )

LISTP ユーザーの TRADANET ネッ ト ワーク  ポス トボッ クスの

送信メ ッセージを一覧表示します。 有効な値は次のとおり
です。

◗ [Never] — このコマンドは送信されません。

◗ [Always] — このコマンドが常に送信されます。

◗ [Once] — このコマンドが 1 回のみ送信されます。

LISTR ユーザーが定義した TRADANET ネッ ト ワーク関係を一覧

表示します。 有効な値は次のとおりです。

◗ [Never] — このコマンドは送信されません。

◗ [Always] — このコマンドが常に送信されます。

◗ [Once] — このコマンドが 1 回のみ送信されます。

OK 変更を保存および適用して、 ダイアログ ボッ クスを閉じ

ます。

キャンセル 変更を取り消して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ オンライン ヘルプ システムが表示されます。

 ( 続き )
各部 機能
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各部と機能 次の表に、 TRADANET TIP の [DELF] タブの各部分とその機能をま とめます。

各部 機能

DELF コマンドの

送信 
DELF コマンドを送信するタイ ミ ングを定義します。 有効

な値は次のとおりです。

◗ [Never] — このコマンドは送信されません。

◗ [Always] — このコマンドが常に送信されます。

◗ [Once] — このコマンドが 1 回のみ送信されます。

*ALL 以前に抽出したすべてのファイルを削除します。

*TYPE 以前に抽出したファイルで、 指定したデータの種類 
(APRF) のものをすべて削除します。

追加 関連付けられた リ ス トにエン ト リ を追加します。

削除 関連付けられた リ ス トからエン ト リ を削除します。

*BEFORE 以前に抽出したファイルで、 指定した日数よ り も古いもの
をすべて削除します。

*USER 以前に抽出したすべてのファイルを、 指定したサービス参
照から削除します。

追加 関連付けられた リ ス トにエン ト リ を追加します。

削除 関連付けられた リ ス トからエン ト リ を削除します。

サービス参照 指定したサービス参照と と もにファ イルを削除します。

追加 関連付けられた リ ス トにエン ト リ を追加します。

削除 関連付けられた リ ス トからエン ト リ を削除します。

OK 変更を保存して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 変更を取り消して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ オンライン ヘルプ システムを表示します。
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TRADANET TIP の 
[GO] タブ

次の図に、 TRADANET TIP の [GO] タブの例を示します。

各部と機能 次の表に、 TRADANET TIP の [GO] タブの各部分とその機能をま とめます。

各部 機能

GO コマンドの

送信

GO コマンドを送信するタイ ミ ングを定義します。 有効な

値は次のとおりです。

◗ [Never] — このコマンドは送信されません。

◗ [Always] — このコマンドが常に送信されます。

◗ [Once] — このコマンドが 1 回のみ送信されます。

GO NEXT 抽出されていないすべてのファ イルを受信します。

送信者 
( オプシ ョ ン )

指定した送信者から次の論理ファイルを返すサービスを指
定します。 何も指定しない場合は、 次の論理ファイルが取
り出されます。

このフ ィールドは、 [APRF( オプシ ョ ン )] リ ス ト と組み合

わせて使用できます。

( 次のページへ続く )
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APRF 
( オプシ ョ ン )

入力した APRF 値に一致するアプリ ケーシ ョ ン参照と と も

に、 次の論理ファ イルを返すサービスを指定します。 何も
指定しない場合は、 次の論理ファイルが取り出されます。

このフ ィールドは、 [ 送信者 ( オプシ ョ ン )] リ ス ト と組み

合わせて使用できます。

追加 関連付けられた リ ス トにエン ト リ を追加します。

削除 関連付けられた リ ス トからエン ト リ を削除します。

GO FILE サービスの状態にかかわらず、 指定したアプ リ ケーシ ョ ン
参照と と もに次の論理ファイルを取り出します。

Application 
Reference (APRF)

受信したアプリ ケーシ ョ ン参照のリ ス ト を表示します。

追加 関連付けられた リ ス トにエン ト リ を追加します。

削除 関連付けられた リ ス トからエン ト リ を削除します。

OK 変更を保存して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 変更を取り消して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ オンライン ヘルプ システムを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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TRADANET TIP の 
[NEWREL] タブの

各部と機能

次の表に、TRADANET TIP の [NEWREL] タブの各部分とその機能をまとめます。

各部 機能

NEWREL 
コマンドの送信

NEWREL コマンドを送信するタイ ミ ングを定義します。

有効なオプシ ョ ンは次のとおりです。

◗ [Never] — このコマンドは送信されません。

◗ [Once] — このコマンドが 1 回のみ送信されます。

方向 ファ イルが関係と と もに伝送される方向を定義します。 有
効な値は [ 送信 ] と  [ 受信 ] です。

動作 関係に対しての動作を定義します。 有効な値は [ 確立 ] と  
[ キャンセル ] です。

データの種類 ト レーディング パートナーに伝送されるデータの種類を

定義します。 有効な値は [ いずれか ] またはユーザーが定

義した値です。

パートナー 新しい ト レーディング パートナーの名前を定義します。

有効な値は [ 全員 ] またはユーザーが定義した値です。

追加 リ ス トに関係を追加します。

変更 リ ス ト内の関係の変更を可能にします。

削除 選択した関係を リ ス トから削除します。

OK 変更を保存して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 変更を取り消して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ オンライン ヘルプ システムが表示されます。
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メールボックス プロパティ

はじめに [ メールボッ クス  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスでは、 メールボッ クスのプロ

パティを定義します。

[ アドレス入力 ] 
タブ

次の図に、 [ メ ールボッ ク ス  プロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スの [ アド レス入力 ] 
タブの例を示します。

各部と機能 次の表に、 [ メ ールボッ ク ス  プロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スの [ アド レス入力 ] 
タブの各部分とその機能をま とめます。

各部 機能

名前 メールボッ クスの名前を定義します。

Gentran E メール 
アドレス

メールボッ クスから送信される メ ッセージの GENTRAN E 
メール アドレスを定義します。

OK 変更を保存して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 変更を保存しないで、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ オンライン ヘルプを表示します。
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[ ゲートウェイ ] 
タブ

次の図に、 [ メ ールボッ ク ス  プロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スの [ ゲート ウェイ ] 
タブの例を示します。

各部と機能 次の表に、 [ メ ールボッ ク ス  プロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スの [ ゲート ウェイ ] 
タブの各部分とその機能をま とめます。

各部 機能

ゲート ウェイ メールボッ クスがゲート ウェイであるかど うかを指定し
ます。

オプシ ョ ンは次の通りです。

◗ [ このメールボッ クスはゲート ウェイではあ り ません ]
◗ [ このメールボッ クスはゲート ウェイです ]

種類 ゲート ウェイの種類を指定します。 [ このメールボッ クス

はゲート ウェイです ] ラジオ ボタンが選択されている場

合にのみアクティブになり ます。

構成 選択したゲート ウェイのプロパティを構成できます。

OK 変更を保存して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 変更を保存しないで、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ オンライン ヘルプを表示します。
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[ 配送ルール ] タブ 次の図に、 [ メールボッ クス  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ 配送ルール ] 
タブの例を示します。

各部と機能 次の表に、 [ メールボッ クス  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ 配送ルール ] 
タブの各部分とその機能をま とめます。

各部 機能

名前 配送ルールの名前を定義します。

方向 メ ッセージの送信時または受信時のどちらでルールを実行
するかを指定します。

送信者 / 受信者 送信者または受信者のメールボッ クスを指定します。 メー
ルボッ クス名とは別にメールアドレスを指定できます。

エージェン ト 実行するデリバリ  エージェン トの名前を指定します。

新規作成 新しい配送ルールを作成します。

編集 既存の配送ルールを編集します。

削除 配送ルールを削除します。

上へ移動 選択されている配送ルールを  1 つ上へ移動します。

( 次のページへ続く )
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[ セキュリテ ィ ] 
タブ

次の図に、 [ メ ールボッ ク ス  プロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スの [ セキュリ ティ ] 
タブの例を示します。

( 次のページへ続く )

下へ移動 選択されている配送ルールを  1 つ下へ移動します。

OK 変更を保存して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 変更を保存しないで、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ オンライン ヘルプを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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各部と機能 次の表に、 [ メ ールボッ ク ス  プロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スの [ セキュリ ティ ] 
タブの各部分とその機能をま とめます。

各部 機能

ユーザーのリ ス ト メールボッ クスにアクセスできるユーザーおよびグループ
を定義します。

アクセスの種類 メールボッ クスに対するユーザーの権限を指定します。

指定できる値は、 次のとおりです。

◗ [ フル コン ト ロール ]
◗ [ 読み込み ]
◗ [ 書き込み ]

追加 ユーザーまたはグループに、 メールボッ クスへのアクセス
権を与えます。

削除 ユーザーまたはグループのメールボッ クスへのアクセス権
を取り消します。

OK 変更を保存して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 変更を保存しないで、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ オンライン ヘルプを表示します。
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手順 0

構成処理

はじめに ト レーディング パートナーと ドキュ メン トの送受信を開始する前に、 ご使用の

コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ハード ウェアおよびソフ ト ウェアを構成する必要があ り

ます。

構成の各段階 次の表に、 ト レーディング パートナーと使用するアドバンス ド  データ  ディ ス ト

リ ビューシ ョ ン コ ミ ュニケーシ ョ ンズの構成手順をまとめます。

段階 説明

1 コン ト ロールパネルの中の Microsoft Windows® モデム アプレッ ト

を使用して、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ハード ウェアを定義します。

参照
コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ハード ウェアの定義については、 Microsoft 
Windows のマニュアルを参照して ください。

2 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンに使用する  
Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ゲート ウェイを構成します。

参照
詳細については、 「コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ゲート ウェイの構成方
法」 を参照して ください。

3 使用する メールボッ クスを作成します。 このゲート ウェイで使用
する メールボッ クスごとに、 この手順を繰り返します。

参照
詳細については、 「アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ン  
メールボッ クスの作成方法」 を参照して ください。
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コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ゲートウェイの構成方法

はじめに こ こでは、 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンに使用する  
Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ゲート ウェイを構成する方法について説明

します。 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンは、 Gentran:Server システ

ムからダイヤルするため、 または同システムにダイヤルするために使用します。

始める前に Gentran:Server でのコ ミ ュニケーシ ョ ンに使用するコ ミ ュニケーシ ョ ンズ デバイ

スが、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラで定義されているこ とを確認します。

手順 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ン用の Gentran:Server コ ミ ュニケー

シ ョ ンズ ゲート ウェイを構成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 メールボッ クス  サーバー マネージャを起動します。

システムからの応答
メールボッ クスの [ サーバー マネージャ ] ブラウザが表示され
ます。

2 [ ゲート ウェイ ] フォルダを展開して、 インス トールされている

ゲート ウェイの一覧を表示します。

3 [ ゲート ウェイ ] フォルダから  [Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ

ンズ ] を選択します。

4 右ク リ ッ ク して [ プロパティ ] を選択し、 このゲート ウェイのプ

ロパティ を定義します。

システムからの応答
[Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ] ダイアログ ボッ クスが表
示されます。

5 [ サーバー ] タブの [Communications Servers] リ ス トから、 構成する

コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サーバーを選択します。

システムからの応答
選択したコ ミ ュニケーシ ョ ンズ サーバーで使用できるコ ミ ュニ
ケーシ ョ ンズ デバイスの一覧が、 [ デバイス ] リ ス トに表示され
ます。

6 [ デバイス ] リ ス トで、 共有で使用できるよ うにするデバイスの前

にあるチェッ ク  ボッ クスをク リ ッ ク します。

( 次のページへ続く )
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7 メールボッ クス  サーバー システム内のコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コ
ン ト ローラごとに、 ステップ 1 から  6 までを繰り返します。

例
メールボッ クス  サーバー システム内のコンピュータから、
CommServ1 上では 56 kbps のモデムを、 CommServe2 上では 
28.8 kbps のモデムを利用できるよ うにしたいと します。
CommServ1 上で メールボッ クス  サーバー マネージャを起動し、
[ サーバー ] リ ス トから  [CommServ1] を選択して [ デバイス ] リ ス
トから  56 kbps のモデムを選択します。 CommServ2 で メールボッ
クス  サーバー マネージャを起動し、 [ サーバー ] リ ス トから  
[CommServ2] を選択して [ デバイス ] リ ス トから  28.8 kbps のモデ
ムを選択します。 これで、 モデムがメールボッ クス  サーバー シス
テム上の共有デバイスで使用できるよ うにな り ました。

8 [ 共有 ] タブを選択して [ 新規作成 ] をク リ ッ ク し、 新しい共有を

追加します。

システムからの応答
[ 新しい共有 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

9 [ 共有デバイス ] リ ス トからデバイスを選択します。

10 次に従って、[ 共有の種類 ] リ ス トから何を選択するかを決めます。

作成する共有 選択する項目

コ ミ ュニケーシ ョ ンズ接続を
開始する

[ リモートのみ ]

コ ミ ュニケーシ ョ ンズ接続を
受ける

[ ホス トのみ ]

コ ミ ュニケーシ ョ ンズ接続を
開始し、 受ける

[ ホス ト と リモート ]

11 [ 共有の名前 ] ボッ クス内に、この共有の一意な名前を入力します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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12 次の表に従って、 次に行う操作を決めます。

ステップ 11 で選択した

共有の種類

次に進むステップ

[ リモートのみ ] ステップ 25

[ ホス トのみ ] ステップ 13

[ ホス ト と リモート ] ステップ 13

13 次の表に従って、 次に行う操作を決めます。

ステップ 9 で選択した

共有デバイス

手順

[CAPI] ◗ ISDN チャネルを選択します。
有効なオプシ ョ ンは [B - チャ
ネル ] と  [D - チャネル ] です。
次のステップに進みます。 既
定値は [B - チャネル ] です。

◗ 次のステップに進みます。

[SOCKETS] ◗ [ 受信ポート ] ボッ クスに適切
な値を入力します。

◗ 次のステップに進みます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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14 [ スク リプ ト ] をク リ ッ ク して、 このゲート ウェイで使用するアド

バンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ン  ログイン スク リプ ト を

定義します。

メモ
共有と関連付けたスク リプ トは、 このゲート ウェイの主ログイン  
スク リプ ト とな り ます。 このスク リプ トは、 リモート  ユーザーと
完全なコ ミ ュニケーシ ョ ンズ セッシ ョ ンを実行できるよ うに作成
するこ とができます。 さ らに、 別のスク リプ ト を作成して各アド
バンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ン  メールボッ クスに関連
付け、 追加処理を実行させるこ と もできます。 この場合、 共有と
関連付けられている主スク リプ トが最初に実行され、 その次にア
ドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ン  メールボッ クス と関
連付けられているスク リプ トが実行されます。

関連ト ピ ッ ク
Gentran:Server for Windows コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サブシステムで
使用できるスク リプ ト言語については、 『スク リプ ト言語 リ ファ
レンス  ガイ ド』 の 「スク リプ ト言語リ ファレンス」 を参照して く
ださい。

例
リモート  システムによって Gentran:Server システムの呼び出しが
開始される と、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービスによってその呼び
出しが受け取られ、 この共有に対する リモート  ユーザーのログイ
ン ID とパスワードの認証を行う ログイン スク リプ トが実行され
ます。

15 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

16 一意のスク リプ ト名を入力して、 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Script Editor] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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17 次の表に従って、 次に行う操作を決めます。

操作 手順

スク リプ ト を作成する ◗ [ スク リプ ト ] ダイアログにス
ク リプ ト情報を入力します。

関連 ト ピ ッ ク
Gentran:Server for 
Windows コ ミ ュニケー
シ ョ ンズ サブシステムで
使用できるスク リプ ト言
語については、 『スク リ
プ ト言語 リ ファレンス  
ガイ ド』 の 「スク リプ ト
言語リ ファレンス」 を参
照して ください。

◗ ステップ 20 に進みます。

サンプル スク リプ ト を

使用する

◗ 次のステップに進みます。

18 [ ファ イル ] メニューから  [ インポート ] を選択します。

システムからの応答
[ スク リプ トのインポート ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

19 スク リプ ト を選択して、 [ 開く ] をク リ ッ ク します。

例
Sample Pool Host.script は、 Gentran:Server に付属するサンプル共有
スク リプ トです。

システムからの応答
スク リプ ト  ファ イルのコピーが Script Editor に読み込まれます。

20 [ ファ イル ] メニューから  [ コンパイル ] を選択します。

システムからの応答
新規スク リプ トがコンパイルされます。 エラーおよび警告なしで
スク リプ トがコンパイルされたこ とを示すダイアログ ボッ クスが
表示されます。

メモ
コンパイルされたスク リプ トはゲート ウェイ と と もに格納されま
す。 [CommScr] フォルダに格納されている元のスク リプ ト  ファ イ
ルは変更されません。 したがって、 同じスク リプ トの複数のコ
ピーを用意して、 このアダプタで使用するこ とができます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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21 [ コンパイル ] ダイアログ ボッ クスを閉じ、 [ はい ] をク リ ッ ク し

てコンパイルされたスク リプ ト を保存します。

22 [ ファ イル ] メニューから  [ 終了 ] を選択します。

23 [ はい ] をク リ ッ ク して変更を保存します。

システムからの応答
[ スク リプ ト ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

24 選択したスク リプ トに変数が含まれているかど うかによって、 次
を実行します。

◗ 含まれている場合は、 定義する変数を選択して、 値ボッ クス
に適切な値を入力します。 定義するすべての変数について、
この手順を繰り返します。 次のステップに進みます。

◗ 含まれていない場合は、 そのまま次のステップに進みます。

25 [OK] をク リ ッ ク して、 [Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ] ダ
イアログ ボッ クスの [ 共有 ] タブに戻り ます。

26 [ 追加 ] をク リ ッ ク して、 作成したデバイスを共有に追加します。

システムからの応答
[ デバイスをプールに追加 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

27 共有に追加するサーバーおよびデバイスの名前を反転表示にし、
[OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 共有 ] タブ ダイアログ ボッ クスに戻り ます。 追加したデバイス
が [ デバイス ] リ ス トに表示されます。

28 次の表に従って、 次に行う操作を決めます。

ステップ 11 で選択した

共有の種類

次に進むステップ

[ リモートのみ ] ステップ 42

[ ホス トのみ ] ステップ 29

[ ホス ト と リモート ] ステップ 29

29 [ ホス ト ] タブを選択します。

30 ホス ト  メールボッ クスに指定する メールボッ クスの前のチェッ ク  
ボッ クスをク リ ッ ク します。

( 次のページへ続く )
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31 [ ホス ト  パスワード ] ボッ クスにパスワードを入力します。

32 [ 既定値 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ メ ッセージの既定値 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

33 添付オプシ ョ ンに使用する既定のコンテンツ  タイプ を選択または

入力します。

34 メ ッセージ オプシ ョ ンに使用する既定のコンテンツ  タイプを選択

または入力します。

35 [ 受信者の編集 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 受信者の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

36 リ ス トから受信者を選択し、 [To] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[E メール アドレス ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

37 E メール アドレスを指定するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 指定する場合は、 ボッ クスに値を入力します。 [ 追加 ] をク
リ ッ ク します。 指定するすべての E メール アドレスについ
て、 この手順を繰り返します。 [OK] をク リ ッ ク し、 [ 受信者
の編集 ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。 次のステップに進
みます。

◗ 指定しない場合は、 [OK] をク リ ッ ク し、 [ 受信者の編集 ] ダイ
アログ ボッ クスに戻り ます。 次のステップに進みます。

38 [OK] をク リ ッ ク して、 [ メ ッセージの既定値 ] ダイアログ ボッ ク

スに戻り ます。

39 [OK] をク リ ッ ク して、 [ ホス ト ] タブに戻り ます。

( 次のページへ続く )
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40 選択したメールボッ クスにスク リプ ト を割り当てるかど うかに
よって、 次を実行します。

◗ 割り当てる場合は、 [ スク リプ ト ] をク リ ッ ク して、 選択した
メールボッ クスで使用するスク リプ トの選択、 コンパイル、
および保存を行います。 次のステップに進みます。

メ モ
ホス ト  スク リプ トは必須ではあ り ません。 ホス ト  スク
リプ トが必要になるのは、 共有デバイスに割り当てられ
たスク リプ トがセッシ ョ ン全体を処理しない場合のみ
です。

参照
Gentran:Server for Windows コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サブシ
ステムで使用できるスク リプ ト言語については、 『スク
リプ ト言語 リ ファレンス  ガイ ド』 の 「スク リプ ト言語
リ ファレンス」 を参照して ください。

例
Sample Supertracs Host.script は、 Gentran:Server に付属するサ
ンプル ホス ト  スク リプ トです。

◗ 割り当てない場合は、 そのまま次のステップに進みます。

41 ホス ト と して指定するすべてのメールボッ クスについて、 ステッ
プ 30 から  40 を繰り返します。

42 [ 各種設定 ] タブを選択します。

43 作成したメールボッ クスの既定のコンテンツ  タイプ情報を入力す
るかど うかによって、 次を実行します。

◗ 入力する場合は、 適切なコンテンツ  タイプ情報を入力します。

メ モ
この既定のコンテンツ  タイプは、 メールボッ クス  レベ
ルで上書きするこ とができます。

◗ 入力しない場合は、 そのまま次のステップに進みます。

44 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ログが自動的に削除されるよ うに設定する
かど うかによって、 次を実行します。

◗ 設定する場合は、 [ 通信ログを自動的に取り除く ] チェッ ク  
ボッ クスをオンにします。 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ログが削除
されるまでの日数を選択します。 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ログ
の削除が実行される時間を選択します。 次のステップに進み
ます。

◗ 設定しない場合は、 そのまま次のステップに進みます。

45 [OK] をク リ ッ クする と、 このゲート ウェイの構成が完了します。

( 次のページへ続く )
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46 各コ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラ上の Gentran:Server コ ミ ュ

ニケーシ ョ ンズ サービスを停止します。

参照
詳細については、 この章の 「コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービスの停
止方法」 を参照して ください。

47 Gentran:Server メールボッ クス  サービスを停止します。

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ ド』 の
「メールボッ クス  サービスの停止方法」 を参照して ください。

48 Gentran:Server メールボッ クス  サービスを再起動します。

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ ド』 の
「メールボッ クス  サービスの停止方法」 を参照して ください。

49 各コ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラ上の Gentran:Server コ ミ ュ

ニケーシ ョ ンズ サービスを再起動します。

参照
詳細については、 本章の 「コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービスの開始
方法」 を参照して ください。

これで、 このゲート ウェイで使用する メールボッ クスを作成する
準備が整いました。

 ( 続き )
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コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービスの開始方法

はじめに 通常、 プライマ リ  システム コン ト ローラ上の Gentran:Server エグゼクティブ 
サービスを開始する際に、 Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービスを手動

で開始する必要があ り ます。 Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービスは、

Gentran:Server メールボッ クス  サービスに依存しています。

Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービスを開始するには、 Microsoft 
Windows コン ト ロール パネルのサービス  アプレッ ト を使用します。

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ ド』 の 「メールボッ クス  
サービスの開始方法」 を参照して ください。

手順 Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービスを開始するには、 次の手順に従い

ます。

ステップ 操作

1 メールボッ クス  サーバー マネージャを起動します。

システムからの応答
[ サーバー マネージャ ] ブラウザが表示されます。

2 [ ゲート ウェイ ] フォルダから  [Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ

ンズ ] を選択します。

3 このゲート ウェイのプロパティを変更するには、 右ク リ ッ ク して 
[ プロパティ ] を選択します。

システムからの応答
[Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ] ダイアログ ボッ クスが表
示されます。

4 開始するコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラを選択て、 [ 開始 ] 
をク リ ッ ク します。

システムからの応答
選択したコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラによって、 キュー内
のメ ッセージの送受信が開始されます。

5 すべてのコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラについて、 ステッ

プ 4 を繰り返します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。
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コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービスの停止方法

はじめに Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービスは、 メールボッ クス  サーバーと

ト レーディング パートナーとの間のコ ミ ュニケーシ ョ ンズ セッシ ョ ンを制御し

ます。

Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービスは、Gentran:Server メールボッ クス  
サービスに依存しています。 Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービスを停

止するには、 Microsoft Windows コン ト ロール パネルのサービス  アプレッ ト を使

用します。

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ ド』 の 「メールボッ クス  
サービスの停止方法」 を参照して ください。

使用する場合 この手順は、 共有デバイスに割り当てられている共有の種類を変更する と きに
使用します。

例
たとえば、 " リモートのみ " と して定義されている共有を  " ホス ト共有 " になる
よ うに変更したいと します。 この場合、 その共有に割り当てられているモデム
が着信呼に応答する前に、 Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービスをいっ
たん停止して開始し直す必要があ り ます。

手順 Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービスを停止するには、 次の手順に従い

ます。

ステップ 操作

1 メールボッ クス  サーバー マネージャを起動します。

システムからの応答
[ サーバー マネージャ ] ブラウザが表示されます。

2 [ ゲート ウェイ ] フォルダから  [Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ

ンズ ] を選択します。

3 このゲート ウェイのプロパティを変更するには、 右ク リ ッ ク して 
[ プロパティ ] を選択します。

システムからの応答
[Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ] ダイアログ ボッ クスが表
示されます。

( 次のページへ続く )
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4 停止するコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラを選択して、 [ 停止 ] 
をク リ ッ ク します。

システムからの応答
選択されているコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラを使用してい
るすべてのコ ミ ュニケーシ ョ ンが停止します。

5 すべてのコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラについて、 ステッ

プ 4 を繰り返します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。

 ( 続き )
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アドバンスド  データ  ディスト リビューシ ョ ン 
メールボックスの作成方法

はじめに この項では、 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ン  メールボッ クスを作

成する方法について説明します。

手順 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ン  メールボッ クスを作成するには、

次の手順に従います。

ステップ 操作

1 メールボッ クス  サーバー マネージャを起動します。

システムからの応答
メールボッ クスの [ サーバー マネージャ ] ブラウザが表示され
ます。

2 [ メールボッ クス ] フォルダ アイコンを選択します。

3 マウスを右ク リ ッ ク して、 [ 作成 ] を選択します。

システムからの応答
[ メールボッ クス作成ウ ィザード ] が表示されます。

4 作成する メールボッ クスの名前を入力し、 [ 次へ ] を 2 回ク リ ッ ク

します。

システムからの応答
メールボッ クスを、 ほかのメ ッセージング システムへのゲート
ウェイ と して使用するかど うかを尋ねるダイアログが表示され
ます。

5 次の表に従って、 次に行う操作を決めます。

操作 選択する項目

呼び出しを受信する [ いいえ、 このメールボッ クスは

ゲート ウェイではあ り ません ]

呼び出しを送受信する [ はい、 このメールボッ クスは

ゲート ウェイです ] を選択し、 こ

の新しいメールボッ クスで使用す
るゲート ウェイ と して 
[Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ

ンズ ] を選択します。

( 次のページへ続く )
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6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ メールボッ クスの作成ウ ィザード  - 概要 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

7 入力した情報が正しいかど うかによって、 次を実行します。

◗ 正しい場合は、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

◗ 正し くない場合は、 [ 戻る ] ボタンをク リ ッ ク して情報を訂正
します。

メモ
メールボッ クスを作成しよ う と したと きにデータ  ス ト アが見つか
らない場合には、 エラー メ ッセージ ボッ クスが生成され、 メール
ボッ クスを作成できないこ とが通知されます。 [OK] をク リ ッ ク し
てメ ッセージ ボッ クスを閉じ、 [ キャンセル ] をク リ ッ ク して 
[ メールボッ クス作成ウ ィザード ] を終了します。

8 ステップ 5 で、 このメールボッ クスをゲート ウェイ と して使用す

るよ うに設定したかど うかによって、 次を実行します。

◗ 設定した場合は、 [ ゲート ウェイ  プロパティ ] ダイアログ ボッ
クスが表示されます。 次のステップに進みます。

◗ 設定しなかった場合は、 この手順は完了です。 メールボッ ク
スの [ サーバー マネージャ ] ブラウザに戻り ます。

( 次のページへ続く )
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9 次の表に従って、 次に行う操作を決めます。

使用するコ ミ ュニケーシ ョ ン 選択する項目

非同期通信 [ ト ランスポート ] リ ス トから  
[TAPI] を選択します。

バイナリ同期通信 [ ト ランスポート ] リ ス トから  
[BISYNC] を選択します。

TCP/IP [ ト ランスポート ] リ ス トから  
[SOCKETS] を選択します。

ファ イル転送プロ ト コル [ ト ランスポート ] リ ス トから  
[FTP] を選択します。

WS_FTP Pro ファ イル転送プ

ログラム

メモ
メ ッセージの転送にこのプロ
ト コルを使用するには、
WS_FTP プログラムをインス
トールする必要があ り ます。

[ ト ランスポート ] リ ス トから  
[WSFTP] を選択します。

ISDN [ ト ランスポート ] リ ス トから  
[CAPI] を選択します。

Eicon X.25 通信

メモ
メ ッセージの転送にこのプロ
ト コルを使用するには、Eicon 
X.25 のハード ウェアおよびソ
フ ト ウェアをインス トールす
る必要があ り ます。

[ ト ランスポート ] リ ス トから  
[EICONX.25] を選択します。

10 [ プロパティ ] ボタンをク リ ッ ク して、 ト ランスポート  プロパ

ティを定義します。

システムからの応答
選択した ト ランスポートの種類のプロパティ  ページが表示され
ます。

11 必要に応じてフ ィールドに入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

( 次のページへ続く )
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12 [ スク リプ ト ] をク リ ッ ク して、スク リプ ト と変数値を定義します。

システムからの応答
[ スク リプ ト ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

参照
Gentran:Server for Windows コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サブシステムで
使用できるスク リプ ト言語については、 『スク リプ ト言語 リ ファ
レンス  ガイ ド』 の 「スク リプ ト言語リ ファレンス」 を参照して く
ださい。

13 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

14 一意のスク リプ ト名を入力して、 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
Script Editor が表示されます。

15 [ ファ イル ] メニューから  [ インポート ] を選択します。

システムからの応答
[ スク リプ トのインポート ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

16 スク リプ ト を選択して、 [ 開く ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
スク リプ ト  ファ イルのコピーが Script editor に読み込まれます。

17 [ ファ イル ] メニューから  [ コンパイル ] を選択します。

システムからの応答
新規スク リプ トがコンパイルされます。 エラーおよび警告なしで
スク リプ トがコンパイルされたこ とを示すダイアログ ボッ クスが
表示されます。 また、 変更をファイルに保存するかど うかを尋ね
るプロンプ ト も表示されます。

メモ 1
コンパイル中にエラーが発生した場合は製品サポートにお問い合
わせください。

メモ 2
コンパイルされたスク リプ トはメールボッ クス と と もに格納され
ます。 [CommScr] フォルダに格納されている元のスク リプ ト  ファ
イルは変更されません。 したがって、 同じスク リプ トの複数のコ
ピーを用意して、 このメールボッ クスで使用するこ とができます。

18 [ コンパイル ] ダイアログ ボッ クスを閉じ、 [ はい ] をク リ ッ ク し

てコンパイルされたスク リプ ト を保存します。

( 次のページへ続く )
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19 [ ファ イル ] メニューから  [ 閉じる ] を選択し、 変更内容を保存す

るかど うかを尋ねるプロンプ トが表示されたら、 [ はい ] をク リ ッ

ク します。

システムからの応答
[ スク リプ ト ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

20 定義する変数を選択して、 値ボッ クスに適切な値を入力します。

21 このスク リプ トのすべての変数の値を入力したかど うかによって、
次を実行します。

◗ まだ入力していない場合は、 すべての変数についてステッ
プ 20 を繰り返します。 [OK] をク リ ッ ク して、 [ ゲート ウェイ  
プロパティ ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

◗ 既に入力している場合は、 [OK] をク リ ッ ク して、 [ ゲート ウェ
イ  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

22 [ 既定値 ] をク リ ッ ク して、 このゲート ウェイのメ ッセージ既定値

を定義します。

システムからの応答
[ メ ッセージの既定値 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

23 [ このコンテンツ  タイプをすべての添付に使う ] ボッ クスに

「Application/EDI」 と入力します。

24 [ このコンテンツ  タイプをすべてのメ ッセージに使う ] ボッ クス

に 「Application/EDI」 と入力します。

25 [ 受信者の編集 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 受信者の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

26 受信したメ ッセージを  Gentran:Server に転送するには、 [Gentran 
Application] を選択して [To] をク リ ッ ク します。

27 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[E メール アドレス ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
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28 E メール アドレスを指定するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 指定する場合は、 テキス ト  ボッ クスに情報を入力します。 [ 追
加 ] をク リ ッ ク して、 E メール アドレスを追加します。 この
受信者に追加するすべての E メール アドレスについて、 この
手順を繰り返します。 [OK] をク リ ッ ク し、 [ 受信者の編集 ] 
ダイアログ ボッ クスに戻り ます。 [OK] をク リ ッ ク します。

◗ 指定しない場合は、 [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答

[ メ ッセージの既定値 ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

29 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ ゲート ウェイ  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

30 メ ッセージを自動送信するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 自動送信する場合は、 [ 自動送信 ] チェッ ク  ボッ クスをオンに
します。 必要な自動送信オプシ ョ ンを選択します。 次のス
テップに進みます。

◗ 自動送信しない場合は、 そのまま次のステップに進みます。

31 TRADANET を使用しているかど うかによって、 次を実行します。

◗ 使用している場合は、 [TRADANET コマンドを有効にする ] 
チェッ ク  ボッ クスをオンにします。 使用するコマンドの種類
を選択します。 有効なオプシ ョ ンは [TSP] と  [TIP] です。 [ 構
成 ] をク リ ッ ク します。 次のステップに進みます。

◗ 使用していない場合は、 [OK] をク リ ッ ク して変更内容を保存
し、 [ ゲート ウェイ  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを閉じ
ます。

32 次の表に従って、 次に進むステップを決めます。

選択した TRADANET 
コマンドの種類

次のステップ

TSP この項の 「TRADANET TSP プロ

パティの 構成方法 」 に進みます。

TIP この項の 「TRADANET TIP プロ

パティの 構成方法 」 に進みます。

 ( 続き )
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TRADANET TSP 
プロパティの
構成方法

TRADANET TSP プロパティを構成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [TRADANET プロパティ  - TSP コマンドの使用 ] ダイアログ ボッ

クスから、 使用するシンタ ッ クスを選択します。

推奨事項
ANA シンタ ッ クスを選択するこ とをお勧めします。

2 [ 送信者 ] ボッ クスに EDI 番号または ANA ユーザー ID を入力し

ます。

3 [ パスワード ] ボッ クスに TRADANET ネッ ト ワーク  パスワード

を入力します。

4 新しいパスワードを入力するには、 [ 新しいパスワード ] ボッ クス

に値を入力します。

5 LIST コマンドをいつ送信するかを、 適切な リ ス トから選択しま

す。 有効な値は次のと おり です。 [Always]、 [Never]、 および [Once] 
です。

6 [DELF] タブを選択し、 [DELF] ダイアログ ボッ クスに情報を入力

します。

推奨事項
抽出されたファイルが削除されるまでの日数は、 既定値で 3 日で
す。 TRADANET ネッ ト ワークでは、 5 日を経過したエン ト リに対
しては、 保管料がかかり ます。 抽出されたファイルは、 3 日経過
時点で削除するこ とをお勧めします。

7 [GO/NG] タブを選択し、 [GO/NG] ダイアログ ボッ クスに情報を入

力します。

8 [NEWREL] タブを選択し、 [NEWREL] ダイアログ ボッ クスに情

報を入力します。

メモ
[NEWREL] ダイアログ ボッ クスは、 TRADANET ネッ ト ワーク上
で取引関係を作成または削除する場合にのみ使用します。

9 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[NewRel - 追加 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

10 [ 方向 ] を選択します。

11 [ 動作 ] を選択します。

( 次のページへ続く )
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TRADANET TIP 
プロパティの
構成方法

TRADANET TIP プロパティを構成するには、 次の手順に従います。

12 [ データ  タイプ ] を選択します。

13 [ ト レーディング パートナー ] を選択します。

14 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[TRADANET プロパティ ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

15 [OK] をク リ ッ ク して変更を保存し、 [ ゲート ウェイ  プロパティ ] 
ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

16 [OK] をク リ ッ ク して、 [ ゲート ウェイ  プロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスを閉じます。

ステップ 操作

ステップ 操作

1 [TRADANET プロパティ  – TIP の使用 ] ダイアログ ボッ クスから、

[ 送信者 ID] ボッ クスに ANA ユーザー ID を入力します。

2 [ パスワード ] ボッ クスに TRADANET ネッ ト ワーク  パスワード

を入力します。

メモ
パスワードは、 入力中も表示されません。 新しいパスワードを入
力するには、 [ 新しいパスワード ] ボッ クスに値を入力します。

3 LIST コマンドをいつ送信するかを、 適切な リ ス トから選択しま

す。 有効な値は次のと おり です。 [Always]、 [Never]、 および [Once] 
です。

4 [DELF] タブを選択し、 [DELF] ダイアログ ボッ クスに情報を入力

します。

推奨事項
抽出されたファイルが削除されるまでの日数は、 既定値で 3 日で
す。 TRADANET ネッ ト ワークでは、 5 日を経過したエン ト リに対
しては、 保管料がかかり ます。 抽出されたファイルは、 3 日経過
時点で削除するこ とをお勧めします。

5 [GO] タブを選択し、 [GO] ダイアログ ボッ クスに情報を入力し

ます。

( 次のページへ続く )
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6 [NEWREL] タブを選択し、 [NEWREL] ダイアログ ボッ クスに情

報を入力します。

メモ
[NEWREL] ダイアログ ボッ クスは、 TRADANET ネッ ト ワーク上
で取引関係を作成または削除する場合にのみ使用します。

7 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[NewRel - 追加 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

8 [ 方向 ] を選択します。

9 [ 動作 ] を選択します。

10 [ データ  タイプ ] を選択します。

11 [ ト レーディング パートナー ] を選択します。

12 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[TRADANET プロパティ ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

13 [OK] をク リ ッ ク して変更内容を保存し、 [ ゲート ウェイ  プロパ

ティ ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

14 [OK] をク リ ッ ク して、 [ ゲート ウェイ  プロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスを閉じます。

ステップ 操作
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サンプル セッシ ョ ン

はじめに このサンプル セッシ ョ ンは、 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンをテ

ス ト して、 すべての項目が正し く構成されているこ とを確認するためのセッ
シ ョ ンです。

仮定事項 このサンプル セッシ ョ ンでは次を仮定しています。

◗ 2 つのコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラを使用しており、 それぞれにモデ
ムが含まれている

◗ それぞれのモデムに別々の電話番号を用意している

◗ すべてのハード ウェアを装着し、 構成済みである

◗ Gentran:Server がインス トール済みであ り、 サンプル セッシ ョ ンでテス ト  
データを使用できるよ うになっている

手順 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンをテス トするには、 次の手順に従

います。

ステップ 操作

1 メールボッ クス  サーバー マネージャを起動します。

システムからの応答
メールボッ クスの [ サーバー マネージャ ] ブラウザが表示され
ます。

2 以下のプロパティに従って、 システムへのダイヤル時に使用する
新しいメールボッ クスを作成します。

◗ メールボッ クスに、 「Dial IN」 とい う名前を付けます。

◗ E メール アドレス と して、 「Dial_IN」 を使用します。

◗ このメールボッ クスでは、 ゲート ウェイは使用しません。

( 次のページへ続く )
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3 次のプロパティに従って、 Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ 
ゲート ウェイを構成します。

◗ [ 共有の種類 ] で [ ホス トのみ ] を選択して新しい共有を作成し
ます。

◗ この新規共有に 「Host Mode」 とい う名前を付けます。

◗ この共有に、 2 つのコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラのい
ずれかからデバイスを割り当てます。

◗ 「Host Mode」 とい う新しいスク リプ ト を作成して、 Sample 
Pool Host.script ファ イルをインポート します。

◗ スク リプ ト をコンパイルして保存します。

◗ [ ホス ト ] タブで、 Dial IN メールボッ クスの前にあるチェッ ク  
ボッ クスをク リ ッ ク し、 それをアドバンス ド  データ  ディ ス ト
リ ビューシ ョ ン メールボッ クス と して使用できるよ うにし
ます。

◗ ホス トパスワード と して 「host」 と入力します。

◗ 「Transmit」 とい う新しいスク リプ ト を作成して、 Sample 
Supertracs Host.script  ファ イルをインポート します。

◗ スク リプ ト をコンパイルして保存します。

◗ ト レース  オプシ ョ ンを選択して、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ セッ
シ ョ ンの詳細記録をログ ファ イルに保存するよ うにします。

◗ [ 既定値 ] をク リ ッ ク してから  [ 受信者の編集 ] をク リ ッ ク し、
Gentran:Application メールボッ クスを  [To] 受信者リ ス トに移
動します。

◗ 「 リ モートのみ」 とい う共有の種類 を使って 2 つ目の共有を作
成します。

◗ この新しい共有に 「Remote」 とい う名前を付けます。

◗ この共有に、 2 つのコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラの 
2 番目からデバイスを割り当てます。

( 次のページへ続く )
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4 次のプロパティに従って、 Gentran:Server からのダイヤル時に使用

する新しいメールボッ クスを作成します。

◗ メールボッ クスに 「Dial OUT」 とい う名前を付けます。

◗ E メール アドレス と して、 「Dial_OUT」 を使用します。

◗ このメールボッ クスを、 Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ 
ゲート ウェイを使用するゲート ウェイ  メールボッ クスにし
ます。

◗ ト ランスポートの種類と して [TAPI] を選択します

◗ [ プロパティ ] をク リ ッ ク し、 ステップ 3 で作成した リモート
共有を選択します。

◗ アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ン共有と関連付け
たデバイスの電話番号を入力します。

◗ 「Remote Mode」 とい う新規スク リプ ト を作成して、 Sample 
Remote.script ファ イルをインポート します。

◗ MailboxID スク リプ ト変数と して 「Dial_IN」 と入力します。

◗ MailboxPassword スク リプ ト変数と して 「host」 と入力します。

◗ ト レース  オプシ ョ ンを選択して、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ セッ
シ ョ ンの詳細記録をログ ファ イルに保存するよ うにします。

5 ト レーディング パートナーを作成して、 Dial OUT メールボッ ク

スを割り当てます。

6 Gentran:Server デスクから、 伝送用のドキュ メン ト を作成します。

7 Gentran:Server デスク上の電話をク リ ッ ク し、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  
セッシ ョ ンを開始します。

メモ
Gentran コ ミ ュニケーシ ョ ンズ の [ ゲート ウェイ  プロパティ ] ダイ
アログ ボッ クスの [ セッシ ョ ン ] タブで、 伝送の進捗状況を確認
するこ とができます。

8 Gentran:Server デスク上の [ イン ドキュ メン ト ] または [? イン ド
キュ メン ト ] アイテムをチェッ ク します。

 ( 続き )
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メールボックス プロパティの修正方法

はじめに この項では、 [ メールボッ クス作成ウ ィザード ] を使用して作成されたメール

ボッ クスのプロパティ を修正する方法を説明します。

手順 メールボッ クス  プロパティ を修正するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 メールボッ クス  サーバー マネージャを起動します。

2 [ メールボッ クス ] フォルダを展開します。

3 プロパティを追加または修正する メールボッ クスを選択します。

4 右ク リ ッ ク して、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ プロパティ ] を
選択します。

システムからの応答
[ メールボッ クス  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

5 次の表に従って、 次に行う操作を決めます。

修正内容 選択するタブ

◗ 名前

◗ GENTRAN E メール アドレス

[ アドレス入力 ]

◗ ゲート ウェイ  プロパティ

◗ 構成プロパティ

[ ゲート ウェイ ]

配送ルール [ 配送ルール ]

ユーザーのセキュ リ ティ権限 [ セキュ リ ティ ]

6 必要な修正を加えて [OK] をク リ ッ ク し、 変更を保存し、 ダイア

ログ ボッ クスを閉じます。
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エラー メ ッセージ

目次 ◗ 概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2
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概要

この付録の内容 この付録では、 ゲート ウェイで生成される メ ッセージについて説明します。
メールボッ クス  サーバー マネージャを通してコ ミ ュニケーシ ョ ンズ サブシステ

ムを操作する場合、 メ ッセージはユーザー インターフェイスを介して対話式で

表示されます。
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アドバンスド  データ  ディスト リビューシ ョ ンの

メ ッセージ

はじめに この ト ピッ クでは、 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ ンを使用したコ

ミ ュニケーシ ョ ンズ ゲート ウェイによってオーディ ッ ト  ログに書き込まれるエ

ラー メ ッセージについて説明します。

参照
構成手順の詳細については、 本書の 「コ ミ ュニケーシ ョ ンズの構成」 の章を参
照して ください。

メ ッセージ 次の表では、 ゲート ウェイに関連するエラー メ ッセージを説明します。

メ ッセージ 
ID メ ッセージ テキスト 説明と処置

5 StartServiceCtrlDipatcher が失敗

しました : [ 数字のエラー コー

ド ] [ エラー メ ッセージの説明 ]

説明
このエラーは、 サービスの開始
に失敗した場合に発生します。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

8 OpenSCManager が失敗しまし

た : [ 数字のエラー コード ] 
[ エラー メ ッセージの説明 ]

説明
このエラーは、 インス トールま
たは削除サービス  コマンド  ラ
イン機能を実行する際に、 サー
ビス  コン ト ロール マネージャ
を起動できない場合に発生し
ます。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

9 GetModuleFileName が失敗しま

した : [ 数字のエラー コード ] 
[ エラー メ ッセージの説明 ]

説明
このエラーは、 インス トールま
たは削除サービス  コマンド  ラ
イン機能を実行するために、 モ
ジュール名を取得しよ う と した
際に発生します。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

( 次のページへ続く )
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10 CreateService [ サービス名 ] が
失敗しました : [ 数字のエラー 
コード ] [ エラー メ ッセージの

説明 ]

説明
このエラーは、 インス トール 
サービス  コマンド  ラ イン機能
を実行するために、
CreateService 関数が呼び出され
た際に発生します。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

11 CLAPIInitialise が失敗しました 説明
Gentran:Server システムとの通
信に使用する  CLAPI インター
フェイスの初期化に失敗しま
した。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

12 OpenService [ サービス名 ] が失

敗しました : [ 数字のエラー 
コード ] [ エラー メ ッセージの

説明 ]

説明
このエラーは、 削除サービス  
コマンド  ライン機能を実行す
るために、 OpenService 関数が
呼び出された際に発生します。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

13 DeleteService [ サービス名 ] が
失敗しました : [ 数字のエラー 
コード ] [ エラー メ ッセージの

説明 ]

説明
このエラーは、 削除サービス  
コマンド  ライン機能を実行す
るために、 DeleteService 関数が
呼び出された際に発生します。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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エラー メ ッセージ アドバンスド  データ  ディスト リビューシ ョ ンのメ ッセージ A - 5
15 RegisterServiceCtrlHander が失敗

しました : [ 数字のエラー コー

ド ] [ エラー メ ッセージの説明 ]

説明
このエラーは、 サービス  コン
ト ロール ハンド ラを登録する
ための呼び出しがサービス  メ
イン内で失敗した場合に発生し
ます。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

16 RPC がプライマ リ  コン ト ロー

ラに接続できませんでした

説明
このエラーは、 プライマ リ  コ
ン ト ローラへの RPC 接続が確
立できなかった場合に発生し
ます。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

18 Gentran:Server コ ミ ュニケー

シ ョ ンズには、 Windows Version 
4.0 (Build 1381) 以上が必要です

説明
互換性のないバージ ョ ンの 
Windows が検出されました。

処置
Windows 4.0 (Build 1381) 以上ま
たは最新のサービス  パッ クを
インス トールするか、 アップグ
レード します。

50000 [ メールボッ クス機能 ] がコー

ド [ エラーコード番号 ] の [ エ
ラーの原因となるコードの行 ]
行目で失敗しました

説明
このメ ッセージは、 メールボッ
クスの呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

50001 CArchive 例外が [ エラーの原因

となるコードの行 ] 行目で発生

しました

説明
このメ ッセージは、 CArchive 例
外が発生した際の一般的なエ
ラー メ ッセージです。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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アドバンスド  データ  ディスト リビューシ ョ ンのメ ッセージ エラー メ ッセージA - 6
50002 RpcServerUseProtseqEp ( 名前付

けパイプ ) が [ エラーの原因と

なるコードの行 ] 行目で失敗し

ました : [RPC エラー ]

説明
このメ ッセージは、 RPC サー
バーの呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

50003 RpcServerUseProtseqEp ( ローカ

ル ) が [ エラーの原因となった

行の番号 ] 行目で失敗しました : 
[RPC エラー ]

説明
このメ ッセージは、 RPC サー
バーの呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

50004 RpcServerInqBindings が [ エ
ラーの原因となるコードの行 ] 
行目で失敗しました : [RPC エ
ラー ]

説明
このメ ッセージは、 RPC サー
バーの呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

50005 UuidFromString が [ エラーの原

因となるコードの行 ] 行目で失

敗しました : [RPC エラー ]

説明
このメ ッセージは、 RPC サー
バーの呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

50006 RpcEpRegister が [ エラーの原因

となるコードの行 ] 行目で失敗

しました : [RPC エラー ]

説明
このメ ッセージは、 RPC サー
バーの呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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エラー メ ッセージ アドバンスド  データ  ディスト リビューシ ョ ンのメ ッセージ A - 7
50007 RpcBindingVectorFree が [ エ
ラーの原因となるコードの行 ] 
行目で失敗しました : [RPC エ
ラー ]

説明
このメ ッセージは、 RPC サー
バーの呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

50008 RpcServerRegisterIf が [ エラー

の原因となるコードの行 ] 行目

で失敗しました : [RPC エラー ]

説明
このメ ッセージは、 RPC サー
バーの呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

50009 RpcStringBindingCompose が [ エ
ラーの原因となるコードの行 ] 
行目で失敗しました : [RPC エ
ラー ]

説明
このメ ッセージは、 RPC サー
バーの呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

50010 RpcBindingFromStringBinding が 
[ エラーの原因となるコードの

行 ] 行目で失敗しました : [RPC 
エラー ]

説明
このメ ッセージは、 RPC サー
バーの呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

50011 RpcException が [ エラーの原因

となるコードの行 ] 行目で発生

しました : [RPC エラー ]

説明
このメ ッセージは、 RPC サー
バーの呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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アドバンスド  データ  ディスト リビューシ ョ ンのメ ッセージ エラー メ ッセージA - 8
50012 共有デバイスのバージ ョ ンが無
効です

説明
このエラーは、 共有デバイス情
報のバージ ョ ンと、 実行してい
るソフ ト ウェアのバージ ョ ンと
の互換性がない場合に発生し
ます。

処置
共有デバイスを削除して、 作成
し直します。

50013 CreateThread [ スレッ ド名 ] が 
[ エラーの原因となるコードの

行 ] 行目で失敗しました : [ 数
字のエラー コード ] [ エラー 
メ ッセージの説明 ]

説明
このメ ッセージは、
CreateThread 関数の呼び出しが
失敗した際の一般的なエラー 
メ ッセージです。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

50014 CreateEvent [ イベン ト名 ] が 
[ エラーの原因となるコードの

行 ] 行目で失敗しました : [ 数
字のエラー コード ] [ エラー 
メ ッセージの説明 ]

説明
このメ ッセージは、 CreateEvent 
関数の呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

50015 SetCurrentDirectory [ ディ レク ト

リ名 ] が [ エラーの原因となる

コードの行 ] 行目で失敗しまし

た : [ 数字のエラー コード ] [ エ
ラー メ ッセージの説明 ]

説明
このメ ッセージは、
SetCurrentDirectory 関数の呼び
出しが失敗した際の一般的なエ
ラー メ ッセージです。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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エラー メ ッセージ アドバンスド  データ  ディスト リビューシ ョ ンのメ ッセージ A - 9
50016 CreateFile [ ファ イル名 ] が [ エ
ラーの原因となるコードの行 ] 
行目で失敗しました : [ 数字の

エラー コード ] [ エラー メ ッ

セージの説明 ]

説明
このメ ッセージは、 CreateFile 
関数の呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

50017 ReadFile [ ファ イル名 ] が [ エ
ラーの原因となるコードの行 ] 
行目で失敗しました : [ 数字の

エラー コード ] [ エラー メ ッ

セージの説明 ]

説明
このメ ッセージは、 ReadFile 関
数の呼び出しが失敗した際の一
般的なエラー メ ッセージです。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

50018 WaitForObject が [ エラーの原因

となるコードの行 ] 行目で失敗

しました : [ 数字のエラー コー

ド ] [ エラー メ ッセージの説明
]

説明
このメ ッセージは、
WaitForObject 関数の呼び出し
が失敗した際の一般的なエラー 
メ ッセージです。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

50019 RpcMgmtIsServerListening が 
[ エラーの原因となるコードの

行 ] 行目で失敗しました : [RPC 
エラー ]

説明
このメ ッセージは、 RPC サー
バーの呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

50020 RpcServerUnregisterIf が [ エ
ラーの原因となるコードの行 ] 
行目で失敗しました : [RPC エ
ラー ]

説明
このメ ッセージは、 RPC サー
バーの呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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アドバンスド  データ  ディスト リビューシ ョ ンのメ ッセージ エラー メ ッセージA - 10
50021 RpcEpUnregister が [ エラーの原

因となるコードの行 ] 行目で失

敗しました : [RPC エラー ]

説明
このメ ッセージは、 RPC サー
バーの呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

50022 RpcMgmtStopServerListening が 
[ エラーの原因となるコードの

行 ] 行目で失敗しました : [RPC 
エラー ]

説明
このメ ッセージは、 RPC サー
バーの呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

50023 RpcServerListen が [ エラーの原

因となるコードの行 ] 行目で失

敗しました : [RPC エラー ]

説明
このメ ッセージは、 RPC サー
バーの呼び出しが失敗した際
の一般的なエラー メ ッセージ
です。

処置
カスタマ サポートにお問い合
わせください。

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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OFTP の操作
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概要 OFTP の操作B - 2
概要

はじめに この ト ピッ クでは、 OFTP (Odette ファ イル転送プロ ト コル ) を使用する場合に必

要となる操作について説明します。
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OFTP の操作 SSID および SFID コマンドの定義 B - 3
SSID および SFID コマンドの定義

はじめに OFTP プロ ト コルでは、 OFTP コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ン中のデータの流れ

を、 SSID および SFID コマンドを使用して制御します。 これらのコマンドは、

コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ンの開始時に、 メールボッ クス  サーバーによって

動的に作成されます。 SSID および SFID コマンドは、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ス
ク リプ トに割り当てられた値を使用して作成されます。

スクリプ ト変数 OFTP プロ ト コルで ト レーディング パートナーにデータを送信するには、 コ ミ ュ

ニケーシ ョ ンズ ゲート ウェイ  メールボッ クスの作成時に、 次のスク リプ ト変数

に値を割り当てる必要があ り ます。

◗ 送信者の OFTP ID — 送信者の OFTP コード  (SSID)
◗ 送信者の OFTP パスワード

◗ パスワードを変更する場合は、 送信者の新しい OFTP パスワード

OFTP サーバーとのコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンを ト レーディング パート

ナーが開始できるよ うにするには、 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビューシ ョ

ン用のコ ミ ュニケーシ ョ ンズ ゲート ウェイの構成時に、 次のスク リプ ト変数に

値を割り当てる必要があ り ます。

◗ ホス トの SSID コード

◗ ホス トの SSID パスワード

サンプルの OFTP 
Remote.script

OFTP Remote.script は、 OFTP プロ ト コルでデータを送受信する際に使用できる
サンプル スク リプ トです。

このスク リプ トは、 Gentran:Server のインス トール時にインス トールされます。
既定のファ イル格納場所は、 GENSRVNT¥CommScr¥Samples です。

( 次のページへ続く )
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SSID および SFID コマンドの定義 OFTP の操作B - 4
スクリプ ト例 次に、 Gentran:Server と と もにインス トールされるサンプルの OFTP Remote.script 
の例を示します。

サンプルの OFTP 
Host.script

OFTP Host.script は、 ト レーディング パートナーが OFTP サーバーとのコ ミ ュニ
ケーシ ョ ン セッシ ョ ンを開始した際に、 アドバンス ド  データ  ディ ス ト リ ビュー
シ ョ ン機能の実行に使用するサンプル スク リプ トです。 このコマンドによ り、
メールボッ クス  タイプのコマンドを指定しな くても、 どのよ う な種類のセッ
シ ョ ンが要求されたかに応じてすべての送受信を制御できます。

OFTP Host.script は、 Gentran:Server のインス トール時にインス トールされます。
既定のファ イル格納場所は、 GENSRVNT¥CommScr¥Samples です。

( 次のページへ続く )

// サンプル OFTP リモート  スク リプ ト

// ユーザーが編集可能な変数の定義

scriptvar string[10] MailboxID;

scriptvar string[10] MailboxPassword;

string[80] LogonCard;

LogonCard = "LOGON MBX=" + MailboxID + " PSW=" + MailboxPassword 
+ "^0D";

// ログオン プロシージャ

AsciiSndCtl(LogonCard);

AsciiRcvCtl("IODETTE FTP READY ^0D");

OftpRemote("OFTPID", "OFTP PSW", "");

SetStatus(SUCCESS);

OFTPID = 送信者の OFTP OFTP PSW =
パスワード
送信者の OFTP

コード  (SSID)
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OFTP の操作 SSID および SFID コマンドの定義 B - 5
スクリプ ト例 以下に、 Gentran:Server と と もにインス トールされるサンプルの OFTP host.script 
の例を示します。

関連トピック これらのスク リプ トの詳細については、 『スク リプ ト言語 リ ファレンス  ガイ ド』

の 「スク リプ ト言語リ ファレンス」 の章にある 「OftpHost」 および

「OftpRemote」 を参照して ください。

// サンプル OFTP ホス ト  スク リプ ト

AsciiSndCtl("IODETTE FTP READY ^0D");

OftpHost("SAMPLE ODETTE FTP HOST", "OFTP PSW", "");

SetStatus(SUCCESS);

Sample ODETTE FTP Host = ホストの OFTP OFTP PSW = ホストの OFTP
(SSID) パスワード(SSID) コード
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パートナーの定義の作成方法 (OFTP リモート  VAN ユーザー ) OFTP の操作B - 6
パートナーの定義の作成方法 
(OFTP リモート  VAN ユーザー ) 

はじめに この ト ピッ クでは、 OFTP プロ ト コルでデータを送信する際に使用する、 新しい

パートナーの定義の作成方法を説明します。

OFTP プロ ト コルでデータを送信する際は、 Gentran:Server パートナーの定義内

の E メール アドレスの中に、 受信者の OFTP ID (SFID と も呼ぶ ) を定義する必

要があ り ます。

参照
新しいパートナーの定義の作成についての詳細は、 Gentran:Server for Windows オ
ンライン ヘルプの 「パートナー エディ タ」 を参照して ください。

始める前に 下記の手順を実行する前に、 次の情報を確認して ください。

◗ ト レーディング パートナーの OFTP SFID。 一般的には、 ト レーディング 
パートナーのメールボッ クス  ID が使用されます。

◗ ト レーディング パートナーのアプリ ケーシ ョ ン  コード。

手順 OFTP で使用する新しいパートナーの定義を作成するには、次の手順に従います。

ステップ 操作

1 Gentran:Server で、 デスクの適切な領域から  [ パートナー ] を選択

します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

( 次のページへ続く )
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OFTP の操作 パートナーの定義の作成方法 (OFTP リモート  VAN ユーザー ) B - 7
3 次の情報を入力します。

◗ [プロファ イル ID]: ト レーディング パートナーの内部システム
識別情報を入力します。

◗ [名前]: Gentran:Server のパートナー エディ タで ト レーディング 
パートナーの識別に使用する名前を入力します。

◗ [EDI コード ]: ト レーディング パートナーの EDI コード  (SFID) 
を入力します。

◗ [アプ リ ケーシ ョ ン コード ]: ト レーディング パートナーのアプ
リ ケーシ ョ ン コード  ( アウ トバウンド ) を入力します。

◗ [ メールボッ クス ]: ド ロ ップダウン リ ス トから、適切なメール
ボッ クス  サーバーのメールボッ クスを選択します。

◗ [E メール アドレス ]: ト レーディング パートナーの SFID コー
ドを入力します。

システムからの応答
[ パートナーの定義 - 新規作成 ] ダイアログ ボッ クスは、 次の図の
よ うにな り ます。

4 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

5 [ 終了 ] をク リ ッ ク してダイアログ ボッ クスを閉じます。

ステップ 操作
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仮想ファイル名およびデータ形式の定義

はじめに メ ッセージ添付のコンテンツ  タイプの用途には以下があ り ます。

◗ リモート  OFTP コンピュータで作成された OFTP ファ イル名を上書きする  
◗ データ形式を定義する   

手順 仮想ファイル名またはデータ形式を定義するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] から  [ パートナー ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 パートナーを選択し、 [ アウ トバウンド  ] をク リ ッ ク します。

3 [ 関係の説明 ] ド ロ ップダウン  リ ス トから、 アウ トバウンド関係

を選択します。

4 [ インターチェンジ ] をク リ ッ ク します。

5 アウ トバウンド  インターチェンジを選択して、 [ 編集 ] をク リ ッ

ク します。

システムからの応答
[ アウ トバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

6 [ 詳細 ] をク リ ッ ク します。

( 次のページへ続く )
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7 ファ イル名を上書きするには、 [ コンテンツ  タイプ ] ボッ クスに

「FileName_xx」 と入力します。

こ こで、 xx にはリモート  OFTP コンピュータに作成す
るファ イル名を指定します。

データ形式を指定するには、 [ コンテンツ  タイプ ] ボッ クスに

「DataFormat_xx」 と入力します。

こ こで、 xx にはデータ形式を指定します。

両方を指定する場合は、 「FileName_xx/DataFormat_xx」 と入力し

ます。

メモ
[ コンテンツ  タイプ ] フ ィールドの値は、 「コンテンツ  タイプ / コ
ンテンツ  サブ タイプ」 の形式で指定します。 [ コンテンツ  タイプ ] 
の値は必ず入力する必要があ り、 その最後に常にスラ ッシュ (/) を
付けます。 [ サブ コンテンツ  タイプ ] の値を指定する場合は、 [ コ
ンテンツ  タイプ ] と スラ ッシュ  (/) の後に入力します。

例
FileName_out161/

または

DataFormat_v/FileName_xx

8 [ 保存 ] をク リ ッ ク して、 [Outbound Interchange Select] ダイアログ 
ボッ クスに戻り ます。

9 [ 終了 ] をク リ ッ ク して、 [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ

クスに戻り ます。

10 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

11 [ 終了 ] を  2 回ク リ ッ ク して [ デスク ] に戻り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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